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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
る属性評価システムであって、
　第１のコンテンツに対して第２のコンテンツからハイパーリンクまたはトラックバック
が実行されることによりリンクが設定された場合に、第１のコンテンツにリンクされた第
２のコンテンツに係る情報として、当該第２のコンテンツの内容を分類したカテゴリーを
示す属性の情報と、当該属性の情報の重みを示す重みの情報とを記憶するコンテンツ情報
記憶手段と、
　前記コンテンツ情報記憶手段により記憶された第２のコンテンツに係る情報に基づいて
、前記第１のコンテンツにリンクされた複数の第２のコンテンツの前記属性の情報ごとに
前記重みの情報を和算し、和算した結果が最も大きい属性を選択することで、当該第１の
コンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
る属性評価手段と、
　を備えたことを特徴とする属性評価システム。
【請求項２】
　前記コンテンツ情報記憶手段は、前記第２のコンテンツに係る情報として、当該第２の
コンテンツが関連する地域を示す属性の情報と、当該属性の情報の重みを示す重みの情報
とを記憶し、
　前記属性評価手段は、前記コンテンツ情報記憶手段により記憶された第２のコンテンツ
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に係る情報に基づいて、前記第１のコンテンツにリンクされた複数の第２のコンテンツの
前記属性の情報ごとに前記重みの情報を和算し、和算した結果が最も大きい属性を選択す
ることで、当該第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を評価することを特徴とする請求項１に記載の属性評価システム。
【請求項３】
　前記コンテンツ情報記憶手段は、前記第２のコンテンツに係る情報として、当該第２の
コンテンツに含まれる単語に対応する人間の感覚、感情または情緒を示す属性の情報と、
当該属性の情報の重みを示す重みの情報とを記憶し、
　前記属性評価手段は、前記コンテンツ情報記憶手段により記憶された第２のコンテンツ
に係る情報に基づいて、前記第１のコンテンツにリンクされた複数の第２のコンテンツの
前記属性の情報ごとに前記重みの情報を和算し、和算した結果が最も大きい属性を選択す
ることで、当該第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を評価することを特徴とする請求項１または２に記載の属性評価システム。
【請求項４】
　前記コンテンツ情報記憶手段は、第１のコンテンツに係る情報として、前記属性の情報
と重みの情報とをさらに記憶し、前記属性評価手段は、前記コンテンツ情報記憶手段によ
り記憶された第１のコンテンツに係る情報および第２のコンテンツに係る情報に基づいて
第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を
評価することを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の属性評価システム。
【請求項５】
　前記コンテンツ情報記憶手段は、第１のコンテンツに係る重みの情報、および、第１の
コンテンツに係る重みよりも小さく設定された第２のコンテンツに係る重みの情報を記憶
し、前記属性評価手段は、前記コンテンツ情報記憶手段により記憶されたコンテンツに係
る情報およびコンテンツに係る重みの情報に基づいて、第１のコンテンツに係る属性また
は第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することを特徴とする請求項
４に記載の属性評価システム。
【請求項６】
　前記コンテンツに係る重みを他のコンテンツによりリンクされた被リンク数、前記コン
テンツにリンクされた他のコンテンツに係る重み、コンテンツがユーザにより閲覧された
閲覧数、コンテンツに対応するドメイン名、または、コンテンツの更新頻度に基づいて決
定する重み決定手段をさらに備え、前記コンテンツ情報記憶手段は、前記重み決定手段に
より決定された重みの情報を記憶することを特徴とする請求項４または５に記載の属性評
価システム。
【請求項７】
　前記コンテンツ情報記憶手段は、ユーザにより過去の所定の時間内に入力された第１の
コンテンツに対する検索キーワードから解析された当該第１のコンテンツの前記属性の情
報または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る前記属性の情報をさらに記憶し、
前記属性評価手段は、前記コンテンツ情報記憶手段により記憶された第２のコンテンツに
係る情報および検索キーワードから解析された属性の情報に基づいて第１のコンテンツに
係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することを特徴
とする請求項１～６のいずれか１つに記載の属性評価システム。
【請求項８】
　コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータを形態素解析して得られる情報に基
づいて当該コンテンツに係る前記属性の情報を判定する属性判定手段をさらに備え、前記
コンテンツ情報記憶手段は、前記属性判定手段により判定された属性に係る情報をコンテ
ンツに係る情報として記憶することを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載の属
性評価システム。
【請求項９】
　前記属性判定手段は、単語を前記カテゴリーに分類しつつ階層化した情報を記憶したデ
ータベースを参照し、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り当てられた重みの
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情報に基づいて、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を前
記カテゴリーに分類し、カテゴリーごとに前記重みの情報を和算し、和算した結果が最も
大きいカテゴリーを選択することで、前記コンテンツに係る前記カテゴリーを判定するこ
とを特徴とする請求項８に記載の属性評価システム。
【請求項１０】
　前記データベースは、上位の階層にはより広い意味範囲を有する単語が登録され、下位
の階層にはより狭い意味範囲を有する単語が登録されるように、単語間の意味の包括関係
に基づいて階層化した単語の情報を記憶したことを特徴とする請求項９に記載の属性評価
システム。
【請求項１１】
　各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り当てられた重みは、前記包括関係の上
位にある単語ほど大きいことを特徴とする請求項９または１０に記載の属性評価システム
。
【請求項１２】
　前記データベースにおけるカテゴリーのインデックスとなる単語が他のカテゴリーに属
さないことを特徴とする請求項９～１１のいずれか１つに記載の属性評価システム。
【請求項１３】
　前記属性判定手段は、地域に係る単語と地域の情報とを記憶したデータベースを参照し
、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を地域に分類して当
該コンテンツに係る前記地域を判定することを特徴とする請求項８に記載の属性評価シス
テム。
【請求項１４】
　前記属性判定手段は、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる緯
度経度情報に基づいて当該コンテンツに係る前記地域を判定することを特徴とする請求項
８に記載の属性評価システム。
【請求項１５】
　前記属性判定手段は、単語を感情、感覚または情緒に係る属性に分類した情報を記憶し
たデータベースを参照し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる
単語を分類することにより得られた感情、感覚または情緒に係る情報に基づいて当該コン
テンツの前記感情、感覚または情緒を判定することを特徴とする請求項８に記載の属性評
価システム。
【請求項１６】
　前記コンテンツ情報記憶手段により記憶される第２のコンテンツに係る情報は、第ｎ（
ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）のコンテンツにリンクされた第ｎ＋１の
コンテンツに係る情報に基づいて決定された情報であることを特徴とする請求項１～１５
のいずれか１つに記載の属性評価システム。
【請求項１７】
　前記属性評価手段は、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセス
するユーザに係る属性を評価する場合に、所定の条件に合致するコンテンツに係る情報を
評価に用いる情報から除外することを特徴とする請求項１～１６のいずれか１つに記載の
属性評価システム。
【請求項１８】
　前記属性評価手段は、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセス
するユーザに係る属性を評価したのち、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテ
ンツにアクセスするユーザに係る属性をコンテンツに対応するメタデータとして記憶する
ことを特徴とする請求項１～１７のいずれか１つに記載の属性評価システム。
【請求項１９】
　コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単語とともに受け付けた場合に、前記属
性評価手段により評価された第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアク
セスするユーザに係る属性の情報を取得し、取得した属性および検索キーワードとなる単
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語を検索キーワードとして検索をおこなうコンテンツ検索手段をさらに備えたことを特徴
とする請求項１～１８のいずれか１つに記載の属性評価システム。
【請求項２０】
　前記属性評価手段は、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセス
するユーザに係る属性を評価したのち、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテ
ンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果をデータベースに記憶するとともに、当
該データベースを参照するためのＵＲＩ情報をコンテンツに対応するメタデータとして記
憶し、コンテンツのメタデータに記述された前記ＵＲＩ情報に基づく第１のコンテンツに
係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受信した
場合に、参照要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアク
セスするユーザに係る属性を出力することを特徴とする請求項１～１９のいずれか１つに
記載の属性評価システム。
【請求項２１】
　前記属性評価手段は、コンテンツのメタデータに記述されたＵＲＩ情報に基づく第１の
コンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要
求を受信したのを契機として、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにア
クセスするユーザに係る属性を評価することを特徴とする請求項２０に記載の属性評価シ
ステム。
【請求項２２】
　前記属性評価手段は、ユーザにより過去の所定の時間内に入力された第１のコンテンツ
に対する検索キーワードから解析された当該第１のコンテンツの前記属性の情報または第
１のコンテンツにアクセスするユーザに係る前記属性の情報をさらにデータベースに記憶
するとともに、当該データベースを参照するためのＵＲＩ情報をコンテンツに対応するメ
タデータとして記憶し、コンテンツのメタデータに記述された前記ＵＲＩ情報に基づく第
１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参
照要求を受信した場合に、参照要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１の
コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を出力することを特徴とする請求項７に記載
の属性評価システム。
【請求項２３】
　コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
る属性評価プログラムであって、
　第１のコンテンツに対して第２のコンテンツからハイパーリンクまたはトラックバック
が実行されることによりリンクが設定された場合に、第１のコンテンツにリンクされた第
２のコンテンツに係る情報として、当該第２のコンテンツの内容を分類したカテゴリーを
示す属性の情報と、当該属性の情報の重みを示す重みの情報とをコンテンツ情報記憶手段
に記憶するコンテンツ情報記憶手順と、
　前記コンテンツ情報記憶手段により記憶された第２のコンテンツに係る情報に基づいて
、前記第１のコンテンツにリンクされた複数の第２のコンテンツの前記属性の情報ごとに
前記重みの情報を和算し、和算した結果が最も大きい属性を選択することで、当該第１の
コンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
る属性評価手順と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする属性評価プログラム。
【請求項２４】
　コンピュータによって、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユ
ーザに係る属性を評価する属性評価方法であって、
　前記コンピュータが、第１のコンテンツに対して第２のコンテンツからハイパーリンク
またはトラックバックが実行されることによりリンクが設定された場合に、第１のコンテ
ンツにリンクされた第２のコンテンツに係る情報として、当該第２のコンテンツの内容を
分類したカテゴリーを示す属性の情報と、当該属性の情報の重みを示す重みの情報とをコ
ンテンツ情報記憶手段に記憶するコンテンツ情報記憶工程と、
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　前記コンピュータが、前記コンテンツ情報記憶手段により記憶された第２のコンテンツ
に係る情報に基づいて、前記第１のコンテンツにリンクされた複数の第２のコンテンツの
前記属性の情報ごとに前記重みの情報を和算し、和算した結果が最も大きい属性を選択す
ることで、当該第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を評価する属性評価工程と、
　を含んだことを特徴とする属性評価方法。
【請求項２５】
　コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
る属性評価プログラムであって、
　ユーザにより過去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検索キーワードに係る情報
をコンテンツ情報記憶手段に記憶するコンテンツ情報記憶手順と、
　前記コンテンツ情報記憶手段により記憶されたコンテンツの検索キーワードの単語に基
づいて、単語をカテゴリーに分類しつつ階層化した情報を記憶したデータベースを参照し
、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り当てられた重みの情報に基づいて、前
記検索キーワードの各単語を前記カテゴリーに分類し、カテゴリーごとに前記重みの情報
を和算し、和算した結果が最も大きいカテゴリーを選択することで、前記コンテンツに係
る属性またはコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する属性評価手順と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする属性評価プログラム。
【請求項２６】
　コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
る属性評価システムであって、
　ユーザにより過去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検索キーワードに係る情報
を記憶するコンテンツ情報記憶手段と、
　前記コンテンツ情報記憶手段により記憶されたコンテンツの検索キーワードの単語に基
づいて、単語をカテゴリーに分類しつつ階層化した情報を記憶したデータベースを参照し
、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り当てられた重みの情報に基づいて、前
記検索キーワードの各単語を前記カテゴリーに分類し、カテゴリーごとに前記重みの情報
を和算し、和算した結果が最も大きいカテゴリーを選択することで、前記コンテンツに係
る属性またはコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する属性評価手段と、
　を備えたことを特徴とする属性評価システム。
【請求項２７】
　コンピュータによって、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユ
ーザに係る属性を評価する属性評価方法であって、
　前記コンピュータが、ユーザにより過去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検索
キーワードに係る情報をコンテンツ情報記憶手段に記憶するコンテンツ情報記憶工程と、
　前記コンピュータが、前記コンテンツ情報記憶手段により記憶されたコンテンツの検索
キーワードの単語に基づいて、単語をカテゴリーに分類しつつ階層化した情報を記憶した
データベースを参照し、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り当てられた重み
の情報に基づいて、前記検索キーワードの各単語を前記カテゴリーに分類し、カテゴリー
ごとに前記重みの情報を和算し、和算した結果が最も大きいカテゴリーを選択することで
、前記コンテンツに係る属性またはコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
る属性評価工程と、
　を含んだことを特徴とする属性評価方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属
性を評価する属性評価プログラム、属性評価システムおよび属性評価方法に関し、特に、
コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を動的に、
自動的に、客観的に評価することにより、評価精度を高めることができる属性評価プログ



(6) JP 4820147 B2 2011.11.24

10

20

30

40

50

ラム、属性評価システムおよび属性評価方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インターネットなどのインタラクティブなメディアにおいて、ユーザによりアク
セスされるコンテンツの属性を評価することがおこなわれている。コンテンツの属性とは
、コンテンツの内容により分類されたコンテンツのカテゴリーなどである。このような評
価により、当該コンテンツにアクセスするユーザの属性、たとえば、コンテンツにアクセ
スするユーザの興味などを評価することができる。
【０００３】
　コンテンツの属性の評価およびコンテンツにアクセスするユーザの属性の評価は、コン
テンツの制作者やコンテンツアグリゲータなどによる主観的な評価と、コンテンツのテキ
ストマイニングや、コンテンツにアクセスしたユーザに対するアンケート調査、コンテン
ツにアクセスしたユーザの登録情報に基づいてなされた客観的な評価とがある。
【０００４】
　コンテンツの制作者による評価は、コンテンツの制作者が自らコンテンツの内容を分類
・評価するものである。また、コンテンツアグリゲータによる評価は、ウェブサイト内の
コンテンツを収集・整理してユーザに提供するコンテンツアグリゲータがコンテンツの内
容を確認して分類・評価をおこなうものである。
【０００５】
　これらの評価は、人が手作業でおこなうため、大量のコンテンツがある場合には評価に
時間がかかるとともに、コンテンツの内容が変更された場合には評価の更新を迅速におこ
なうことができない。また、人が主観的に評価をおこなうため、必ずしもコンテンツの内
容を反映した適切な評価がなされるとは限らないという問題がある。
【０００６】
　また、Ｗ３Ｃ（World Wide Web Consortium）において開発が進められているセマンテ
ィックウェブという技術がある。セマンティックウェブとは、ウェブサイト上のコンテン
ツにメタデータを作成し、そのメタデータに基づいてコンピュータが推論をおこなうこと
ができるようにする技術である。このセマンティックウェブはＷＷＷ（World Wide Web）
を改革する画期的な技術といわれるが、実現までに解決しなければならない課題も多く、
懐疑的な意見もある。
【０００７】
　まず、セマンティック・ウェブの実現のためには、大部分のコンテンツにコンピュータ
に理解可能な形でメタデータが提供されていなければならない。ＷＷＷ上には数え切れな
い情報（コンテンツ）が存在するが、そのほとんどは、コンピュータ向けではなく、人間
向けである。
【０００８】
　また、コンテンツの制作者の大部分が直ちに人間向けのＨＴＭＬ（Hyper Text Markup 
Language）のページやコンテンツと併せて、コンピュータ向けのメタデータを用意してく
れることを期待するのは困難である。また、たとえメタデータが提供されても、制作者が
それをコンテンツ本体と合わせて確実にメンテナンスするのはなかなか大変であり、充分
にプラットフォームが整備されないと、実現は難しいといえる。
【０００９】
　他方、制作の過程でコンピュータにより情報処理がなされるコンテンツ、例えばＧＰＳ
（Global Positioning System）付きのデジタルカメラやカメラ機能付きの携帯電話で撮
影した画像に撮影者、撮影日や撮影場所の情報などが、共通化されたフォーマットのメタ
データとして付属し、それらの画像コンテンツがウェブサイトに掲載された場合に、コン
ピュータに理解可能な形でメタデータが提供されることになるなど、セマンティックウェ
ブの実現に向けた環境が徐々に整備されてくると思われる。
【００１０】
　このような環境が整備され、大部分のコンテンツに、コンピュータに理解可能な形でメ
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タデータが提供されたとき、コンテンツの属性は明確になると思われる。すなわち、コン
テンツの制作者が個々のコンテンツを分類し、その分類に係る情報をメタデータとして提
供することが可能となる。
【００１１】
　しかし、この場合においても、このメタデータの意味は必ずしも共有されたものではな
く、多くの場合、あくまでそのコンテンツの制作者にとっての分類に過ぎず、コンテンツ
の制作者が主観的に評価したコンテンツの属性に変わりはない。また仮に共有されたメタ
データだとしても、全コンテンツがそれに対応することを期待するのは難しい。
【００１２】
　また、コンテンツの制作者または分類者が主観的に評価したコンテンツの属性を、当該
コンテンツにアクセスするユーザの属性として評価すること（例えば、コンテンツの制作
者または分類者が「アメリカ」の属性を持つと主観的に評価したコンテンツにアクセスす
るユーザは、「アメリカ」に興味があるユーザであると評価すること）は短絡的であり、
実用に資さない場合が多い。アメリカ国債に係る「ファイナンス」に興味があるユーザか
もしれないし、アメリカという名前の「レストラン」に興味があるユーザかもしれない。
【００１３】
　一方、コンテンツのテキストマイニングによる評価とは、コンテンツに対してテキスト
マイニングを適用することによりコンテンツの内容を評価するものである。この場合、ユ
ーザの登録内容と異なり、コンテンツそのものに対する評価はある程度期待できるが、単
一コンテンツのみに対するテキストマイニングの評価精度には限界があり、また、上記と
同様な理由で、当該コンテンツの属性だけをもって当該コンテンツにアクセスするユーザ
の属性を決めるのは短絡的であり、実用に資さない場合が多い。
【００１４】
　また、アンケート調査に基づく評価とは、コンテンツにアクセスしたユーザにアンケー
ト調査をおこなって、当該コンテンツにアクセスしたユーザの興味などの属性を調べ、得
られた結果に基づいてコンテンツの属性の分類・評価をおこなうものである。
【００１５】
　しかし、アンケート調査による評価は、アンケート調査に対するユーザの協力が必要で
あり、ユーザに負担がかかるという問題がある。これを解決するために、あらかじめ各ユ
ーザの興味などの属性情報を登録しておき、コンテンツにアクセスしたユーザの興味など
の属性情報を自動的に収集することによりコンテンツの属性の評価をおこなう方法が考え
られている。
【００１６】
【非特許文献１】ヤフー株式会社、”カテゴリ検索”、［online］、［平成１６年１０月
１９日検索］、インターネット＜ＵＲＬ：　http://howto.yahoo.co.jp/chapters/8/1.ht
ml＞
【非特許文献２】World Wide Web Consortium、”World Wide Web Consortium ...in 7 p
oints”、［online］、［平成１６年１１月４日検索］、インターネット＜ＵＲＬ：　htt
p://www.w3.org/Consortium/Points/#semantic＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、各ユーザの属性情報をあらかじめ登録しておくコンテンツの評価方法に
おいては、属性情報を登録したユーザの数が十分多くない場合には、評価結果の信頼性が
低くなるという問題があった。
【００１８】
　評価結果の信頼性を高めるためには、属性情報を登録するユーザの数を増加させること
が必要となるが、属性情報を登録するようユーザに要請することには自ずと限界が生じる
。
【００１９】
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　また、属性情報を登録したとしてもそのユーザがユーザＩＤを入力するなどしてウェブ
サイトにログインしない場合には、ユーザの属性情報を取得することができないまたは精
度が下がるので、コンテンツの評価に用いることができるユーザの属性情報の数が減少す
る。
【００２０】
　そのため、コンテンツにアクセスするユーザの属性情報に依存することなく、いかに動
的に、自動的に、客観的にコンテンツの属性の評価、または、当該コンテンツにアクセス
するユーザの属性を精度よく推定することができるかが重要な問題となってくる。
【００２１】
　ここで、改めてインターネットに代表されるインタラクティブなメディアにおけるユー
ザのトラフィックについて、原点に立ち戻って考えてみることが許されてもいいであろう
。一見無秩序に思えるような膨大なトラフィックも、単一のコンテンツに着目した場合、
そのコンテンツに接触するユーザが辿る過程は、（１）ハイパーリンクやトラックバック
構造を辿ってくる、（２）検索結果から辿ってくる、（３）何らかの方法で直接アクセス
してくる、という３つのパターンに分けられる。
【００２２】
　このうち、（１）ハイパーリンクやトラックバック構造を辿ってくる、および（２）検
索結果から辿ってくる割合が大部分を占めることは言うまでもないが、そのようなハイパ
ーリンクやトラックバックや検索キーワードの情報を有効に活かすことができればコンテ
ンツやコンテンツの視聴者であるユーザの評価精度を高めることができる。
【００２３】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、コンテンツに係る属性または当該コン
テンツにアクセスするユーザに係る属性を動的に、自動的に、客観的に評価することによ
り、評価精度を高めることができる属性評価プログラム、属性評価システムおよび属性評
価方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、第１のコンテンツにリンク
された第２のコンテンツに係る情報を記憶するコンテンツ情報記憶手順と、前記コンテン
ツ情報記憶手順により記憶された第２のコンテンツに係る情報に基づいて第１のコンテン
ツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する属性評
価手順と、をコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００２５】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手順は、第１のコンテン
ツに係る情報をさらに記憶し、前記属性評価手順は、前記コンテンツ情報記憶手順により
記憶された第１のコンテンツに係る情報および第２のコンテンツに係る情報に基づいて第
１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評
価することを特徴とする。
【００２６】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手順は、各コンテンツに
係る重みの情報をさらに記憶し、前記属性評価手順は、前記コンテンツ情報記憶手順によ
り記憶されたコンテンツに係る情報およびコンテンツに係る重みの情報に基づいて第１の
コンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
ることを特徴とする。
【００２７】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手順は、第１のコンテン
ツに係る重みの情報、および、第１のコンテンツに係る重みよりも小さく設定された第２
のコンテンツに係る重みの情報をさらに記憶し、前記属性評価手順は、前記コンテンツ情
報記憶手順により記憶されたコンテンツに係る情報およびコンテンツに係る重みの情報に
基づいて、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに
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係る属性を評価することを特徴とする。
【００２８】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツに係る重みを他のコンテンツによ
りリンクされた被リンク数、前記コンテンツにリンクされた他のコンテンツに係る重み、
コンテンツがユーザにより閲覧された閲覧数、コンテンツに対応するドメイン名、または
、コンテンツの更新頻度に基づいて決定する重み決定手順をさらにコンピュータに実行さ
せ、前記コンテンツ情報記憶手順は、前記重み決定手順により決定された重みの情報を記
憶することを特徴とする。
【００２９】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手順は、ユーザにより過
去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検索キーワードに係る情報をさらに記憶し、
前記属性評価手順は、前記コンテンツ情報記憶手順により記憶された第２のコンテンツに
係る情報および検索キーワードに係る情報に基づいて第１のコンテンツに係る属性または
第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することを特徴とする。
【００３０】
　また、本発明は、上記発明において、第１のコンテンツと第２のコンテンツとの間に設
定されたリンクは、ハイパーリンク、または、コンテンツに対してトラックバックが実行
されることにより設定されたリンクであることを特徴とする。
【００３１】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデー
タに含まれる情報に基づいて当該コンテンツに係る属性を判定する属性判定手順をさらに
コンピュータに実行させ、前記コンテンツ情報記憶手順は、前記属性判定手順により判定
された属性に係る情報をコンテンツに係る情報として記憶することを特徴とする。
【００３２】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手順は、単語をカテゴリーに分類し
た情報を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデ
ータに含まれる単語を分類したカテゴリーに係る情報に基づいてコンテンツに係る属性を
判定することを特徴とする。
【００３３】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手順は、カテゴリーに分類した単語
を階層化した情報を記憶したデータベースを参照し、各階層に属する単語に階層ごとにあ
らかじめ割り当てられた重みの情報に基づいてコンテンツに係る属性を判定することを特
徴とする。
【００３４】
　また、本発明は、上記発明において、前記データベースは、単語間の意味の包括関係に
基づいて階層化した単語の情報を記憶したことを特徴とする。
【００３５】
　また、本発明は、上記発明において、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り
当てられた重みは、前記包括関係の上位にある単語ほど大きいことを特徴とする。
【００３６】
　また、本発明は、上記発明において、前記データベースにおけるカテゴリーのインデッ
クスとなる単語が他のカテゴリーに属さないことを特徴とする。
【００３７】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手順は、地域のカテゴリーに地域に
係る単語または地域に係る単語以外の単語を分類した情報を記憶したデータベースを参照
し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を地域のカテゴリ
ーに分類した分類情報に基づいてコンテンツに係る地域の属性を判定することを特徴とす
る。
【００３８】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手順は、コンテンツまたはコンテン
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ツに対応するメタデータに含まれる緯度経度情報に基づいて当該コンテンツに係る地域の
属性を判定し、前記コンテンツ情報記憶手順は、前記属性判定手順により判定された属性
に係る情報をコンテンツに係る情報として記憶することを特徴とする。
【００３９】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手順は、コンテンツに係る地域の属
性と当該コンテンツの内容を分類したカテゴリーの属性とを判定することを特徴とする。
【００４０】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手順は、単語を感情、感覚または情
緒に係るカテゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたは
コンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を分類することにより得られた感情、感
覚または情緒に係るカテゴリーに係る情報に基づいて感情、感覚または情緒に係るコンテ
ンツの属性を判定することを特徴とする。
【００４１】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手順により記憶される第
２のコンテンツに係る情報は、第ｎ（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）の
コンテンツにリンクされた第ｎ＋１のコンテンツに係る情報に基づいて決定された情報で
あることを特徴とする。
【００４２】
　また、本発明は、上記発明において、前記ｎの値はユーザにより任意に設定されること
を特徴とする。
【００４３】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する場合に、所定の条
件に合致するコンテンツに係る情報を評価に用いる情報から除外することを特徴とする。
【００４４】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価したのち、第１のコン
テンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性をコンテンツ
に対応するメタデータとして記憶することを特徴とする。
【００４５】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性と、第１のコン
テンツにアクセスするユーザに係る情報または第１のコンテンツの出力をおこなうウェブ
ブラウザに係る情報とを対応付けて記憶する情報記憶手順をさらにコンピュータに実行さ
せることを特徴とする。
【００４６】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性、および、第２
のコンテンツまたは第２のコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、
単語をカテゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを構築するデータベース構築手
順をさらにコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００４７】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性、および、第ｎ
（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）のコンテンツまたは第ｎのコンテンツ
に対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、単語をカテゴリーに分類した情報を記
憶したデータベースを構築するデータベース構築手順をさらにコンピュータに実行させる
ことを特徴とする。
【００４８】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
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語とともに受け付けた場合に、前記データベース構築手順により構築されたデータベース
を参照して検索キーワードとなる単語が属するカテゴリーを抽出し、抽出したカテゴリー
に属する単語を検索キーワードに追加することによりコンテンツの検索をおこなうコンテ
ンツ検索手順をさらにコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００４９】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
語および前記データベースにおけるカテゴリーの指定とともに受け付けた場合に、指定さ
れたカテゴリーに属する単語を検索キーワードに追加することによりコンテンツの検索を
おこなうコンテンツ検索手順をさらにコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００５０】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
語とともに受け付けた場合に、前記属性評価手順により評価された第１のコンテンツに係
る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の情報を取得し、取得し
た属性および検索キーワードとなる単語を検索キーワードとして検索をおこなうコンテン
ツ検索手順をさらにコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００５１】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果をデータベースに
記憶し、コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る
属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受信した場合
に、参照要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセス
するユーザに係る属性を出力することを特徴とする。
【００５２】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順は、コンテンツのメタデータに
記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアク
セスするユーザに係る属性の参照要求を受信したのを契機として、第１のコンテンツに係
る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することを特徴と
する。
【００５３】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順は、ユーザにより入力されたコ
ンテンツの検索キーワードに基づいて評価した第１のコンテンツに係る属性または第１の
コンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果をさらにデータベースに記憶し、
コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性また
は第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受信した場合に、参照
要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を出力することを特徴とする。
【００５４】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手順により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性に基づいて所定
のコンテンツを配信するコンテンツ配信手順をさらにコンピュータに実行させることを特
徴とする。
【００５５】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ配信手順によりコンテンツが配信
された場合に、配信されたコンテンツにアクセスするユーザに係る情報と配信されたコン
テンツの属性または当該コンテンツにアクセスするユーザの属性とを対応付けて記憶する
属性記憶手順をさらにコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００５６】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性記憶手順は、同一のユーザまたは同一の
ウェブブラウザに対して配信したコンテンツの属性または当該コンテンツにアクセスする
ユーザの属性の頻度をさらに記憶することを特徴とする。
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【００５７】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ配信手順によりコンテンツが配信
された場合に、配信されたコンテンツにアクセスしたユーザの当該コンテンツに対する反
応状況に係る情報を記憶する反応状況記憶手順をさらにコンピュータに実行させることを
特徴とする。
【００５８】
　また、本発明は、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに
係る属性を評価する属性評価システムであって、第１のコンテンツにリンクされた第２の
コンテンツに係る情報を記憶するコンテンツ情報記憶手段と、前記コンテンツ情報記憶手
段により記憶された第２のコンテンツに係る情報に基づいて第１のコンテンツに係る属性
または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する属性評価手段と、を
備えたことを特徴とする。
【００５９】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手段は、第１のコンテン
ツに係る情報をさらに記憶し、前記属性評価手段は、前記コンテンツ情報記憶手段により
記憶された第１のコンテンツに係る情報および第２のコンテンツに係る情報に基づいて第
１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評
価することを特徴とする。
【００６０】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手段は、各コンテンツに
係る重みの情報をさらに記憶し、前記属性評価手段は、前記コンテンツ情報記憶手段によ
り記憶されたコンテンツに係る情報およびコンテンツに係る重みの情報に基づいて第１の
コンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
ることを特徴とする。
【００６１】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手段は、第１のコンテン
ツに係る重みの情報、および、第１のコンテンツに係る重みよりも小さく設定された第２
のコンテンツに係る重みの情報をさらに記憶し、前記属性評価手段は、前記コンテンツ情
報記憶手段により記憶されたコンテンツに係る情報およびコンテンツに係る重みの情報に
基づいて、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに
係る属性を評価することを特徴とする。
【００６２】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツに係る重みを他のコンテンツによ
りリンクされた被リンク数、前記コンテンツにリンクされた他のコンテンツに係る重み、
コンテンツがユーザにより閲覧された閲覧数、コンテンツに対応するドメイン名、または
、コンテンツの更新頻度に基づいて決定する重み決定手段をさらにコンピュータに実行さ
せ、前記コンテンツ情報記憶手段は、前記重み決定手段により決定された重みの情報を記
憶することを特徴とする。
【００６３】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手段は、ユーザにより過
去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検索キーワードに係る情報をさらに記憶し、
前記属性評価手段は、前記コンテンツ情報記憶手段により記憶された第２のコンテンツに
係る情報および検索キーワードに係る情報に基づいて第１のコンテンツに係る属性または
第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することを特徴とする。
【００６４】
　また、本発明は、上記発明において、第１のコンテンツと第２のコンテンツとの間に設
定されたリンクは、ハイパーリンク、または、コンテンツに対してトラックバックが実行
されることにより設定されたリンクであることを特徴とする。
【００６５】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデー
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タに含まれる情報に基づいて当該コンテンツに係る属性を判定する属性判定手段をさらに
備え、前記コンテンツ情報記憶手段は、前記属性判定手段により判定された属性に係る情
報をコンテンツに係る情報として記憶することを特徴とする。
【００６６】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手段は、単語をカテゴリーに分類し
た情報を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデ
ータに含まれる単語を分類したカテゴリーに係る情報に基づいてコンテンツに係る属性を
判定することを特徴とする。
【００６７】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手段は、カテゴリーに分類した単語
を階層化した情報を記憶したデータベースを参照し、各階層に属する単語に階層ごとにあ
らかじめ割り当てられた重みの情報に基づいてコンテンツに係る属性を判定することを特
徴とする。
【００６８】
　また、本発明は、上記発明において、前記データベースは、単語間の意味の包括関係に
基づいて階層化した単語の情報を記憶したことを特徴とする。
【００６９】
　また、本発明は、上記発明において、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り
当てられた重みは、前記包括関係の上位にある単語ほど大きいことを特徴とする。
【００７０】
　また、本発明は、上記発明において、前記データベースにおけるカテゴリーのインデッ
クスとなる単語が他のカテゴリーに属さないことを特徴とする。
【００７１】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手段は、地域のカテゴリーに地域に
係る単語または地域に係る単語以外の単語を分類した情報を記憶したデータベースを参照
し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を地域のカテゴリ
ーに分類した分類情報に基づいてコンテンツに係る地域の属性を判定することを特徴とす
る。
【００７２】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手段は、コンテンツまたはコンテン
ツに対応するメタデータに含まれる緯度経度情報に基づいて当該コンテンツに係る地域の
属性を判定し、前記コンテンツ情報記憶手段は、前記属性判定手段により判定された属性
に係る情報をコンテンツに係る情報として記憶することを特徴とする。
【００７３】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手段は、コンテンツに係る地域の属
性と当該コンテンツの内容を分類したカテゴリーの属性とを判定することを特徴とする。
【００７４】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定手段は、単語を感情、感覚または情
緒に係るカテゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたは
コンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を分類することにより得られた感情、感
覚または情緒に係るカテゴリーに係る情報に基づいて感情、感覚または情緒に係るコンテ
ンツの属性を判定することを特徴とする。
【００７５】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶手段により記憶される第
２のコンテンツに係る情報は、第ｎ（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）の
コンテンツにリンクされた第ｎ＋１のコンテンツに係る情報に基づいて決定された情報で
あることを特徴とする。
【００７６】
　また、本発明は、上記発明において、前記ｎの値はユーザにより任意に設定されること
を特徴とする。
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【００７７】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する場合に、所定の条
件に合致するコンテンツに係る情報を評価に用いる情報から除外することを特徴とする。
【００７８】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価したのち、第１のコン
テンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性をコンテンツ
に対応するメタデータとして記憶することを特徴とする。
【００７９】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性と、第１のコン
テンツにアクセスするユーザに係る情報または第１のコンテンツの出力をおこなうウェブ
ブラウザに係る情報とを対応付けて記憶する情報記憶手段をさらに備えたことを特徴とす
る。
【００８０】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性、および、第２
のコンテンツまたは第２のコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、
単語をカテゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを構築するデータベース構築手
段をさらに備えたことを特徴とする。
【００８１】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性、および、第ｎ
（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）のコンテンツまたは第ｎのコンテンツ
に対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、単語をカテゴリーに分類した情報を記
憶したデータベースを構築するデータベース構築手段をさらに備えたことを特徴とする。
【００８２】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
語とともに受け付けた場合に、前記データベース構築手段により構築されたデータベース
を参照して検索キーワードとなる単語が属するカテゴリーを抽出し、抽出したカテゴリー
に属する単語を検索キーワードに追加することによりコンテンツの検索をおこなうコンテ
ンツ検索手段をさらに備えたことを特徴とする。
【００８３】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
語および前記データベースにおけるカテゴリーの指定とともに受け付けた場合に、指定さ
れたカテゴリーに属する単語を検索キーワードに追加することによりコンテンツの検索を
おこなうコンテンツ検索手段をさらに備えたことを特徴とする。
【００８４】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
語とともに受け付けた場合に、前記属性評価手段により評価された第１のコンテンツに係
る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の情報を取得し、取得し
た属性および検索キーワードとなる単語を検索キーワードとして検索をおこなうコンテン
ツ検索手段をさらに備えたことを特徴とする。
【００８５】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果をデータベースに
記憶し、コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る
属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受信した場合
に、参照要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセス
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するユーザに係る属性を出力することを特徴とする。
【００８６】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段は、コンテンツのメタデータに
記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアク
セスするユーザに係る属性の参照要求を受信したのを契機として、第１のコンテンツに係
る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することを特徴と
する。
【００８７】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段は、ユーザにより入力されたコ
ンテンツの検索キーワードに基づいて評価した第１のコンテンツに係る属性または第１の
コンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果をさらにデータベースに記憶し、
コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性また
は第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受信した場合に、参照
要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を出力することを特徴とする。
【００８８】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価手段により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性に基づいて所定
のコンテンツを配信するコンテンツ配信手段をさらに備えたことを特徴とする。
【００８９】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ配信手順によりコンテンツが配信
された場合に、配信されたコンテンツにアクセスするユーザに係る情報と配信されたコン
テンツの属性または当該コンテンツにアクセスするユーザの属性とを対応付けて記憶する
属性記憶手段をさらに備えたことを特徴とする。
【００９０】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性記憶手段は、同一のユーザまたは同一の
ウェブブラウザに対して配信したコンテンツの属性または当該コンテンツにアクセスする
ユーザの属性の頻度をさらに記憶することを特徴とする。
【００９１】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ配信手段によりコンテンツが配信
された場合に、配信されたコンテンツにアクセスしたユーザの当該コンテンツに対する反
応状況に係る情報を記憶する反応状況記憶手段をさらに備えたことを特徴とする。
【００９２】
　また、本発明は、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに
係る属性を評価する属性評価方法であって、第１のコンテンツにリンクされた第２のコン
テンツに係る情報を記憶するコンテンツ情報記憶工程と、前記コンテンツ情報記憶工程に
より記憶された第２のコンテンツに係る情報に基づいて第１のコンテンツに係る属性また
は第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する属性評価工程と、を含ん
だことを特徴とする。
【００９３】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶工程は、第１のコンテン
ツに係る情報をさらに記憶し、前記属性評価工程は、前記コンテンツ情報記憶工程により
記憶された第１のコンテンツに係る情報および第２のコンテンツに係る情報に基づいて第
１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評
価することを特徴とする。
【００９４】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶工程は、各コンテンツに
係る重みの情報をさらに記憶し、前記属性評価工程は、前記コンテンツ情報記憶工程によ
り記憶されたコンテンツに係る情報およびコンテンツに係る重みの情報に基づいて第１の
コンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
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ることを特徴とする。
【００９５】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶工程は、第１のコンテン
ツに係る重みの情報、および、第１のコンテンツに係る重みよりも小さく設定された第２
のコンテンツに係る重みの情報をさらに記憶し、前記属性評価工程は、前記コンテンツ情
報記憶工程により記憶されたコンテンツに係る情報およびコンテンツに係る重みの情報に
基づいて、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに
係る属性を評価することを特徴とする。
【００９６】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツに係る重みを他のコンテンツによ
りリンクされた被リンク数、前記コンテンツにリンクされた他のコンテンツに係る重み、
コンテンツがユーザにより閲覧された閲覧数、コンテンツに対応するドメイン名、または
、コンテンツの更新頻度に基づいて決定する重み決定工程をさらに含み、前記コンテンツ
情報記憶工程は、前記重み決定工程により決定された重みの情報を記憶することを特徴と
する。
【００９７】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶工程は、ユーザにより過
去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検索キーワードに係る情報をさらに記憶し、
前記属性評価工程は、前記コンテンツ情報記憶工程により記憶された第２のコンテンツに
係る情報および検索キーワードに係る情報に基づいて第１のコンテンツに係る属性または
第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することを特徴とする。
【００９８】
　また、本発明は、上記発明において、第１のコンテンツと第２のコンテンツとの間に設
定されたリンクは、ハイパーリンク、または、コンテンツに対してトラックバックが実行
されることにより設定されたリンクであることを特徴とする。
【００９９】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデー
タに含まれる情報に基づいて当該コンテンツに係る属性を判定する属性判定工程をさらに
含み、前記コンテンツ情報記憶工程は、前記属性判定工程により判定された属性に係る情
報をコンテンツに係る情報として記憶することを特徴とする。
【０１００】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定工程は、単語をカテゴリーに分類し
た情報を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデ
ータに含まれる単語を分類したカテゴリーに係る情報に基づいてコンテンツに係る属性を
判定することを特徴とする。
【０１０１】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定工程は、カテゴリーに分類した単語
を階層化した情報を記憶したデータベースを参照し、各階層に属する単語に階層ごとにあ
らかじめ割り当てられた重みの情報に基づいてコンテンツに係る属性を判定することを特
徴とする。
【０１０２】
　また、本発明は、上記発明において、前記データベースは、単語間の意味の包括関係に
基づいて階層化した単語の情報を記憶したことを特徴とする。
【０１０３】
　また、本発明は、上記発明において、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り
当てられた重みは、前記包括関係の上位にある単語ほど大きいことを特徴とする。
【０１０４】
　また、本発明は、上記発明において、前記データベースにおけるカテゴリーのインデッ
クスとなる単語が他のカテゴリーに属さないことを特徴とする。
【０１０５】
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　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定工程は、地域のカテゴリーに地域に
係る単語または地域に係る単語以外の単語を分類した情報を記憶したデータベースを参照
し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を地域のカテゴリ
ーに分類した分類情報に基づいてコンテンツに係る地域の属性を判定することを特徴とす
る。
【０１０６】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定工程は、コンテンツまたはコンテン
ツに対応するメタデータに含まれる緯度経度情報に基づいて当該コンテンツに係る地域の
属性を判定し、前記コンテンツ情報記憶工程は、前記属性判定工程により判定された属性
に係る情報をコンテンツに係る情報として記憶することを特徴とする。
【０１０７】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定工程は、コンテンツに係る地域の属
性と当該コンテンツの内容を分類したカテゴリーの属性とを判定することを特徴とする。
【０１０８】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性判定工程は、単語を感情、感覚または情
緒に係るカテゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたは
コンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を分類することにより得られた感情、感
覚または情緒に係るカテゴリーに係る情報に基づいて感情、感覚または情緒に係るコンテ
ンツの属性を判定することを特徴とする。
【０１０９】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ情報記憶工程により記憶される第
２のコンテンツに係る情報は、第ｎ（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）の
コンテンツにリンクされた第ｎ＋１のコンテンツに係る情報に基づいて決定された情報で
あることを特徴とする。
【０１１０】
　また、本発明は、上記発明において、前記ｎの値はユーザにより任意に設定されること
を特徴とする。
【０１１１】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する場合に、所定の条
件に合致するコンテンツに係る情報を評価に用いる情報から除外することを特徴とする。
【０１１２】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価したのち、第１のコン
テンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性をコンテンツ
に対応するメタデータとして記憶することを特徴とする。
【０１１３】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性と、第１のコン
テンツにアクセスするユーザに係る情報または第１のコンテンツの出力をおこなうウェブ
ブラウザに係る情報とを対応付けて記憶する情報記憶工程をさらに含んだことを特徴とす
る。
【０１１４】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性、および、第２
のコンテンツまたは第２のコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、
単語をカテゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを構築するデータベース構築工
程をさらに含んだことを特徴とする。
【０１１５】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程により評価された第１のコンテ
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ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性、および、第ｎ
（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）のコンテンツまたは第ｎのコンテンツ
に対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、単語をカテゴリーに分類した情報を記
憶したデータベースを構築するデータベース構築工程をさらに含んだことを特徴とする。
【０１１６】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
語とともに受け付けた場合に、前記データベース構築工程により構築されたデータベース
を参照して検索キーワードとなる単語が属するカテゴリーを抽出し、抽出したカテゴリー
に属する単語を検索キーワードに追加することによりコンテンツの検索をおこなうコンテ
ンツ検索工程をさらに含んだことを特徴とする。
【０１１７】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
語および前記データベースにおけるカテゴリーの指定とともに受け付けた場合に、指定さ
れたカテゴリーに属する単語を検索キーワードに追加することによりコンテンツの検索を
おこなうコンテンツ検索工程をさらに含んだことを特徴とする。
【０１１８】
　また、本発明は、上記発明において、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単
語とともに受け付けた場合に、前記属性評価工程により評価された第１のコンテンツに係
る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の情報を取得し、取得し
た属性および検索キーワードとなる単語を検索キーワードとして検索をおこなうコンテン
ツ検索工程をさらに含んだことを特徴とする。
【０１１９】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程は、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果をデータベースに
記憶し、コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る
属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受信した場合
に、参照要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセス
するユーザに係る属性を出力することを特徴とする。
【０１２０】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程は、コンテンツのメタデータに
記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアク
セスするユーザに係る属性の参照要求を受信したのを契機として、第１のコンテンツに係
る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することを特徴と
する。
【０１２１】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程は、ユーザにより入力されたコ
ンテンツの検索キーワードに基づいて評価した第１のコンテンツに係る属性または第１の
コンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果をさらにデータベースに記憶し、
コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性また
は第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受信した場合に、参照
要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を出力することを特徴とする。
【０１２２】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性評価工程により評価された第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性に基づいて所定
のコンテンツを配信するコンテンツ配信工程をさらに含んだことを特徴とする。
【０１２３】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ配信工程によりコンテンツが配信
された場合に、配信されたコンテンツにアクセスするユーザに係る情報と配信されたコン
テンツの属性または当該コンテンツにアクセスするユーザの属性とを対応付けて記憶する
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属性記憶工程をさらに含んだことを特徴とする。
【０１２４】
　また、本発明は、上記発明において、前記属性記憶工程は、同一のユーザまたは同一の
ウェブブラウザに対して配信したコンテンツの属性または当該コンテンツにアクセスする
ユーザの属性の頻度をさらに記憶することを特徴とする。
【０１２５】
　また、本発明は、上記発明において、前記コンテンツ配信工程によりコンテンツが配信
された場合に、配信されたコンテンツにアクセスしたユーザの当該コンテンツに対する反
応状況に係る情報を記憶する反応状況記憶工程をさらに含んだことを特徴とする。
【０１２６】
　また、本発明は、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに
係る属性を評価する属性評価プログラムであって、ユーザにより過去の所定の時間内に入
力されたコンテンツの検索キーワードに係る情報を記憶するコンテンツ情報記憶手順と、
前記コンテンツ情報記憶手順により記憶されたコンテンツの検索キーワードに係る情報に
基づいてコンテンツに係る属性またはコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価
する属性評価手順と、をコンピュータに実行させることを特徴とする。
【０１２７】
　また、本発明は、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに
係る属性を評価する属性評価システムであって、ユーザにより過去の所定の時間内に入力
されたコンテンツの検索キーワードに係る情報を記憶するコンテンツ情報記憶手段と、前
記コンテンツ情報記憶手段により記憶されたコンテンツの検索キーワードに係る情報に基
づいてコンテンツに係る属性またはコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
る属性評価手段と、を備えたことを特徴とする。
【０１２８】
　また、本発明は、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに
係る属性を評価する属性評価方法であって、ユーザにより過去の所定の時間内に入力され
たコンテンツの検索キーワードに係る情報を記憶するコンテンツ情報記憶工程と、前記コ
ンテンツ情報記憶工程により記憶されたコンテンツの検索キーワードに係る情報に基づい
てコンテンツに係る属性またはコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価する属
性評価工程と、を含んだことを特徴とする。
【発明の効果】
【０１２９】
　本発明によれば、コンテンツ評価の要求があったときにいつでも、コンピュータ処理に
よって、第１のコンテンツにリンクされた第２のコンテンツに係る情報を記憶し、記憶し
た第２のコンテンツに係る情報に基づいて第１のコンテンツに係る属性または第１のコン
テンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することとしたので、コンテンツに係る属
性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を動的に、自動的に、客観的に
評価することにより、評価精度を高めることができるという効果を奏する。
【０１３０】
　また、本発明によれば、第１のコンテンツに係る情報をさらに記憶し、記憶した第１の
コンテンツに係る情報および第２のコンテンツに係る情報に基づいて第１のコンテンツに
係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することとした
ので、第２のコンテンツに係る情報に加えて第１のコンテンツに係る情報をさらに考慮す
ることにより、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る
属性を精度よく評価することができるという効果を奏する。
【０１３１】
　また、本発明によれば、ユーザにより過去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検
索キーワードに係る情報をさらに記憶し、記憶した第２のコンテンツに係る情報および検
索キーワードに係る情報に基づいて第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツ
にアクセスするユーザに係る属性を評価することとしたので、ユーザが入力した検索キー
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ワードの情報をさらに加味することにより、コンテンツに係る属性および当該コンテンツ
にアクセスするユーザに係る属性を精度よく評価することができるという効果を奏する。
【０１３２】
　また、本発明によれば、各コンテンツに係る重みの情報をさらに記憶し、記憶したコン
テンツに係る情報およびコンテンツに係る重みの情報に基づいて第１のコンテンツに係る
属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することとしたので
、各コンテンツに係る重みを設定することにより、コンテンツに係る情報の重視度をコン
テンツごとに変化させ、コンテンツに係る属性および当該コンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を精度よく評価することができるという効果を奏する。
【０１３３】
　また、本発明によれば、第１のコンテンツに係る重みの情報、および、第１のコンテン
ツに係る重みよりも小さく設定された第２のコンテンツに係る重みの情報をさらに記憶し
、記憶したコンテンツに係る情報およびコンテンツに係る重みの情報に基づいて、第１の
コンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
ることとしたので、評価対象である第１のコンテンツに係る情報を第２のコンテンツに係
る情報よりも重視することにより、コンテンツに係る属性および当該コンテンツにアクセ
スするユーザに係る属性を精度よく評価することができるという効果を奏する。
【０１３４】
　また、本発明によれば、コンテンツに係る重みを他のコンテンツによりリンクされた被
リンク数、コンテンツにリンクされた他のコンテンツに係る重み、コンテンツがユーザに
より閲覧された閲覧数、コンテンツに対応するドメイン名、または、コンテンツの更新頻
度に基づいて決定し、決定した重みの情報を記憶することとしたので、コンテンツに係る
重みを効果的に決定することができるという効果を奏する。
【０１３５】
　また、本発明によれば、第１のコンテンツと第２のコンテンツとの間に設定されたリン
クは、ハイパーリンク、または、コンテンツに対してトラックバックが実行されることに
より設定されたリンクであることとしたので、ハイパーリンクまたはトラックバック処理
によりリンクが設定されたコンテンツの属性および当該コンテンツにアクセスする直接性
が高いユーザに係る属性を精度よく評価することができるという効果を奏する。
【０１３６】
　また、本発明によれば、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる
情報に基づいて当該コンテンツに係る属性を判定し、判定した属性に係る情報をコンテン
ツに係る情報として記憶することとしたので、各コンテンツに係る属性を効果的に判定す
ることができ、特に、ＸＭＬ（Extensible Markup Language）フォーマットなどにより統
一的、汎用的に記述されているメタデータを参照する場合には、書式が定められているの
で効率的かつ効果的に各コンテンツに係る属性を判定することができるという効果を奏す
る。また、メタデータはコンテンツごとに持つことができるという特徴、および、トラッ
クバックはコンテンツ単位で実行できるという特徴により、リンクされているコンテンツ
の全ページを評価する必要がなくなり、インターネットにおけるユーザエージェント（ロ
ボット）の巡回コストを著しく低減できるという効果を奏する。
【０１３７】
　また、本発明によれば、単語をカテゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを参
照し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を分類したカテ
ゴリーに係る情報に基づいてコンテンツに係る属性を判定することとしたので、コンテン
ツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語をカテゴリーに分類することに
より、コンテンツに係る属性を効果的に判定することができ、特に、メタデータに含まれ
る単語を分類したカテゴリーに係る情報に基づいてコンテンツに係る属性を判定する場合
には、画像や動画など文字テキスト以外のコンテンツに係る情報も扱うことができるとい
う効果を奏する。
【０１３８】
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　また、本発明によれば、カテゴリーに分類した単語を階層化した情報を記憶したデータ
ベースを参照し、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り当てられた重みの情報
に基づいてコンテンツに係る属性を判定することとしたので、各単語に重みを設定するこ
とにより各単語の重視度を変更し、コンテンツに係る属性を精度よく判定することができ
るとともに、属性の評価結果に基づいてコンテンツに適したインターネット広告などを配
信する場合に、カテゴリーごとに重みを変化させることにより配信者のニーズに柔軟かつ
効率的に対応することができるという効果を奏する。
【０１３９】
　また、本発明によれば、データベースは、単語間の意味の包括関係に基づいて階層化し
た単語の情報を記憶したこととしたので、単語間の意味の包括関係に基づいて各単語の重
みを適切に設定でき、コンテンツに係る属性を精度よく判定することができるという効果
を奏する。
【０１４０】
　また、本発明によれば、各階層に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り当てられた重
みは、前記包括関係の上位にある単語ほど大きいこととしたので、上位概念の単語を含ん
だカテゴリーを下位概念の単語を含んだカテゴリーよりも重視して、コンテンツに係る属
性を効果的に判定することができるという効果を奏する。
【０１４１】
　また、本発明によれば、データベースにおけるカテゴリーのインデックスとなる単語が
他のカテゴリーに属さないこととしたので、カテゴリーの判定ができなくなるのを防ぎ、
コンテンツに係る属性を効果的に判定することができるという効果を奏する。
【０１４２】
　また、本発明によれば、地域のカテゴリーに地域に係る単語または地域に係る単語以外
の単語を分類した情報を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたはコンテンツに
対応するメタデータに含まれる単語を地域のカテゴリーに分類した分類情報に基づいてコ
ンテンツに係る地域の属性を判定することとしたので、コンテンツに係る地域の属性を効
果的に判定することができ、特に、メタデータに含まれる単語を地域のカテゴリーに分類
した分類情報に基づいてコンテンツに係る地域の属性を判定する場合には、画像や動画な
ど文字テキスト以外のコンテンツに係る情報も扱うことができるという効果を奏する。
【０１４３】
　また、本発明によれば、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる
緯度経度情報に基づいて当該コンテンツに係る地域の属性を判定し、判定した属性に係る
情報をコンテンツに係る情報として記憶することとしたので、緯度経度情報に基づいてコ
ンテンツに係る地域の属性を効率的に判定することができるという効果を奏する。
【０１４４】
　また、本発明によれば、コンテンツに係る地域の属性と当該コンテンツの内容を分類し
たカテゴリーの属性とを判定することとしたので、コンテンツの属性を異なる側面から判
定することができ、属性情報の利用範囲を拡大することができるという効果を奏する。
【０１４５】
　また、本発明によれば、単語を感情、感覚または情緒に係るカテゴリーに分類した情報
を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに
含まれる単語を分類することにより得られた感情、感覚または情緒に係るカテゴリーに係
る情報に基づいて感情、感覚または情緒に係るコンテンツの属性を判定することとしたの
で、コンテンツの属性またはコンテンツにアクセスするユーザの属性の判定結果に基づい
てインターネット広告などを配信する場合に、「ぬくもり」や「やすらぎ」などといった
ユーザの世界観、生活シーン、テイストなどに対応するインターネット広告を配信できる
よう広告主がカスタマイズすることができるという効果を奏する。
【０１４６】
　また、本発明によれば、記憶される第２のコンテンツに係る情報は、第ｎ（ｎ＝２，３
，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）のコンテンツにリンクされた第ｎ＋１のコンテンツ
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に係る情報に基づいて決定された情報であることとしたので、第１のコンテンツに係る属
性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価の精度を制御すること
ができるという効果を奏する。
【０１４７】
　また、本発明によれば、ｎの値はユーザにより任意に設定されることとしたので、要求
される属性の評価精度をユーザが任意に設定することができるという効果を奏する。
【０１４８】
　また、本発明によれば、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセ
スするユーザに係る属性を評価する場合に、所定の条件に合致するコンテンツに係る情報
を評価に用いる情報から除外することとしたので、更新頻度の低いコンテンツやコンテン
ツの内容が他のコンテンツとは大きく異なるコンテンツ、あるいは、特定のドメインに属
するコンテンツの属性などをコンテンツの属性評価に用いないことにより、第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価に対する
リンクスパムやトラックバックスパムの影響を除去し、評価精度を高めることができると
いう効果を奏する。
【０１４９】
　また、本発明によれば、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセ
スするユーザに係る属性を評価したのち、第１のコンテンツに係る属性または第１のコン
テンツにアクセスするユーザに係る属性をコンテンツに対応するメタデータとして記憶す
ることとしたので、新たに評価された属性をメタデータとして記憶することにより、いつ
でも精度よく評価された属性を参照することができるようになるという効果を奏する。
【０１５０】
　また、本発明によれば、評価された第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテン
ツにアクセスするユーザに係る属性と、第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る情
報または第１のコンテンツの出力をおこなうウェブブラウザに係る情報とを対応付けて記
憶することとしたので、記憶した情報を属性が評価された第１のコンテンツにアクセスす
るユーザ層の分析に役立てることができるという効果を奏する。
【０１５１】
　また、本発明によれば、評価された第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテン
ツにアクセスするユーザに係る属性、および、第２のコンテンツまたは第２のコンテンツ
に対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、単語をカテゴリーに分類した情報を記
憶したデータベースを構築することとしたので、第１のコンテンツに係る属性または第１
のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果に基づいて、コンテンツ間のリ
ンクにより対応付けられたカテゴリーと単語とからなるデータベースを作成することがで
き、作成したデータベースをそれ以降の属性の評価に利用することができるという効果を
奏する。
【０１５２】
　また、本発明によれば、評価された第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテン
ツにアクセスするユーザに係る属性、および、第ｎ（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以
上の自然数）のコンテンツまたは第ｎのコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語
に基づいて、単語をカテゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを構築することと
したので、何段階にもリンクされたコンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに
含まれる単語から、コンテンツ間のリンクにより対応付けられたカテゴリーと単語とから
なるデータベースを作成することができ、作成したデータベースをそれ以降の属性の評価
に利用することができるという効果を奏する。
【０１５３】
　また、本発明によれば、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単語とともに受
け付けた場合に、構築されたデータベースを参照して検索キーワードとなる単語が属する
カテゴリーを抽出し、抽出したカテゴリーに属する単語を検索キーワードに追加すること
によりコンテンツの検索をおこなうこととしたので、精度よく評価された属性に基づいて
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コンテンツの検索を効果的におこなうことができるという効果を奏する。
【０１５４】
　また、本発明によれば、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単語および前記
データベースにおけるカテゴリーの指定とともに受け付けた場合に、指定されたカテゴリ
ーに属する単語を検索キーワードに追加することによりコンテンツの検索をおこなうこと
としたので、精度よく評価された属性およびカテゴリーの情報に基づいてコンテンツの検
索を効果的におこなうことができるという効果を奏する。
【０１５５】
　また、本発明によれば、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単語とともに受
け付けた場合に、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユ
ーザに係る属性の評価結果を取得し、取得した属性および検索キーワードとなる単語を検
索キーワードとして検索をおこなうこととしたので、コンテンツを巡回したりコンテンツ
の検索をおこなったりしてコンテンツの属性を収集することなく、精度よく評価された属
性に基づいてコンテンツの検索を効果的におこなうことができるという効果を奏する。
【０１５６】
　また、本発明によれば、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセ
スするユーザに係る属性の評価結果をデータベースに記憶し、コンテンツのメタデータに
記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアク
セスするユーザに係る属性の参照要求を受信した場合に、参照要求がなされた第１のコン
テンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を出力するこ
ととしたので、メタデータに記述された名前空間を利用することにより、第１のコンテン
ツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の情報を効率的に
取得することができるという効果を奏する。
【０１５７】
　また、本発明によれば、コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第１の
コンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要
求を受信したのを契機として、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにア
クセスするユーザに係る属性を評価することとしたので、メタデータに記述された名前空
間を利用して、リアルタイムで評価された第１のコンテンツに係る属性または第１のコン
テンツにアクセスするユーザに係る属性の情報を取得することができるという効果を奏す
る。
【０１５８】
　また、本発明によれば、ユーザにより入力されたコンテンツの検索キーワードに基づい
て評価した第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに
係る属性の評価結果をさらにデータベースに記憶し、コンテンツのメタデータに記述され
た名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスする
ユーザに係る属性の参照要求を受信した場合に、参照要求がなされた第１のコンテンツに
係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を出力することとした
ので、メタデータに記述された名前空間を利用して、ユーザが入力した検索キーワードの
情報をさらに加味することにより精度よく評価されたコンテンツに係る属性および当該コ
ンテンツにアクセスするユーザに係る属性を効率的に取得することができるという効果を
奏する。
【０１５９】
　また、本発明によれば、評価された第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテン
ツにアクセスするユーザに係る属性に基づいて所定のコンテンツを配信することとしたの
で、インターネット広告などを効果的に配信することができるという効果を奏する。
【０１６０】
　また、本発明によれば、コンテンツが配信された場合に、配信されたコンテンツにアク
セスするユーザに係る情報と配信されたコンテンツの属性または当該コンテンツにアクセ
スするユーザの属性とを対応付けて記憶することとしたので、記憶した情報を配信された
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コンテンツにアクセスするユーザ層の分析に役立てることができるという効果を奏する。
【０１６１】
　また、本発明によれば、同一のユーザまたは同一のウェブブラウザに対して配信したコ
ンテンツの属性または当該コンテンツにアクセスするユーザの属性の頻度をさらに記憶す
ることとしたので、記憶した情報をユーザによりアクセスされるコンテンツの属性または
当該コンテンツにアクセスするユーザの属性の分析に役立てることができるという効果を
奏する。
【０１６２】
　また、本発明によれば、コンテンツが配信された場合に、配信されたコンテンツにアク
セスしたユーザの当該コンテンツに対する反応状況に係る情報を記憶することとしたので
、記憶した情報を配信されたコンテンツに対するユーザの反応の分析に役立てることがで
きるという効果を奏する。
【０１６３】
　また、本発明によれば、ユーザにより過去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検
索キーワードに係る情報を記憶し、記憶したコンテンツの検索キーワードに係る情報に基
づいてコンテンツに係る属性またはコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
ることとしたので、検索キーワードを用いてコンテンツに係る属性または当該コンテンツ
にアクセスするユーザに係る属性を動的に、自動的に、客観的に評価することにより、評
価精度を高めることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１６４】
　以下に、本発明に係る属性評価プログラム、属性評価システムおよび属性評価方法の好
適な実施例を図面に基づいて詳細に説明する。なお、この実施例によりこの発明が限定さ
れるものではない。
【実施例】
【０１６５】
　まず、本発明に係る属性評価処理の概念について説明する。図１は、本発明に係る属性
評価処理の概念を説明する図である。この属性評価処理においては、評価対象となるウェ
ブサイト内のコンテンツの属性および当該コンテンツにアクセスするユーザの属性を、当
該コンテンツにリンクされたコンテンツの属性に基づいて評価する処理をおこなう。
【０１６６】
　ここで、コンテンツの属性とは、たとえば、コンテンツの内容に基づいてコンテンツが
カテゴリーに分類された場合のコンテンツが属するカテゴリーのことである。また、ユー
ザの属性とは、たとえば、コンテンツにアクセスするユーザの興味のことである。
【０１６７】
　図１には、属性の評価対象となるウェブサイト１０の評価対象コンテンツに、６つのウ
ェブサイト１１～１６のコンテンツがリンクされている場合が示されている。ここで、ウ
ェブサイト１０の評価対象コンテンツと６つのウェブサイト１１～１６のコンテンツとの
間のリンクは、ハイパーリンク、または、コンテンツにおいてトラックバックが実行され
ることにより張られたリンクである。
【０１６８】
　そして、ウェブサイト１０の評価対象コンテンツおよび各ウェブサイト１１～１６のコ
ンテンツには、属性および属性に対する重みが割り当てられている。属性は、ウェブサイ
トのコンテンツまたはメタデータを解析することにより評価されたコンテンツが属するカ
テゴリーである。
【０１６９】
　また、メタデータとは、ウェブサイト内のコンテンツに係る情報を記述したデータであ
る。たとえば、ウェブログにおいては、ウェブサイトに掲載された記事に対して作成され
るＲＳＳ（RDF Site Summary）のことである。
【０１７０】
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　図２は、ウェブサイトに掲載されたエントリ（記事）に対して作成されたＲＳＳの一例
を示す図である。図２には、あるウェブサイトに掲載されたエントリ（記事）のメタデー
タであるＲＳＳ２０と、そのエントリ（記事）にトラックバックしたウェブサイトに掲載
されたエントリ（記事）のメタデータであるＲＳＳ２１ａ～２１ｃとが示されている。
【０１７１】
　ＲＳＳ２０では、はじめにＸＭＬ名前空間を宣言しており、ＸＭＬ名前空間を利用した
拡張性がＲＳＳの重要な特徴である。また、独自の要素型を追加することにより、画像コ
ンテンツやコンテンツが関連する地域の情報などをコンテンツの属性情報としてメタデー
タに含め、それらの情報を利用することができるようになる。本発明において、さまざま
な属性によりコンテンツを定義することができるのもこの特徴による。
【０１７２】
　また、トラックバックとは、あるウェブサイトに掲載された記事に関連した記事をウェ
ブサイトに掲載した場合に、そのことを元の記事を掲載しているウェブサイトのサーバに
通知する処理である。具体的には、リンク元のＵＲＩ（Uniform Resource Identifier）
や記事の内容の要約などを元の記事を掲載しているウェブサイトのサーバに通知する。こ
れにより、リンク先のサーバは、自らが提供しているウェブサイトの記事にリンクされた
ウェブサイトの記事の存在を把握することができる。
【０１７３】
　図２において、「trackback:ping」により指定されるＵＲＩは、自エントリ（記事）に
トラックバックするときのために参照されるＵＲＩであり、「trackback:about」により
指定されるＵＲＩは、自エントリ（記事）からトラックバックした場合の相手エントリの
ＵＲＩである。ここで、「trackback:about」によるＵＲＩの指定は複数おこなうことが
できる。
【０１７４】
　このように、本発明は、トラックバックの仕組みを有効に活用できることが特徴であり
、トラックバックの仕組みを利用することにより、トラックバックによりリンクされたエ
ントリを容易に発見することができる。
【０１７５】
　また、エントリ単位でＲＳＳを有するので、ウェブサイト全体の情報を収集するのでは
なく、トラックバックによりリンクされたエントリの情報のみを収集すればよいので、情
報収集コストを低減できる。
【０１７６】
　図１の説明に戻ると、本例の場合、ウェブサイト１０の評価対象コンテンツの属性に対
する重み、および、各ウェブサイト１１～１６のコンテンツの属性に対する重みは、それ
ぞれのウェブサイトのコンテンツの被リンク数により決定される。たとえば、ウェブサイ
ト１０の評価対象コンテンツは６つのウェブサイト１１～１６のコンテンツにリンクされ
ているので重みは「６」となる。
【０１７７】
　そして、この属性評価処理においては、ウェブサイト１０の評価対象コンテンツの属性
および評価対象コンテンツにアクセスするユーザの属性を、ウェブサイト１０の評価対象
コンテンツにリンクされたウェブサイト１１～１６のコンテンツの属性、および、コンテ
ンツの属性の重みに基づいて評価する。
【０１７８】
　図３は、ウェブサイト１０の評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツにア
クセスするユーザの属性を評価するために用いられる属性評価表３０の一例を示す図であ
る。図３に示すように、この属性評価表３０は、属性、計算式、計算結果および属性評価
結果の各項目を有する。
【０１７９】
　属性は、ウェブサイト１０の評価対象コンテンツおよびウェブサイト１１～１６のコン
テンツのそれぞれについて属性評価をおこなった結果得られた属性の情報である。計算式
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は、属性ごとにウェブサイト１０～１６のコンテンツの属性に係る重みの和をとった計算
式である。
【０１８０】
　計算結果は、計算式により計算された重みの和の計算結果である。属性評価結果は、ウ
ェブサイト１０の評価対象コンテンツの属性または評価対象コンテンツにアクセスするユ
ーザの属性を評価した結果であり、評価結果の数字が最も大きい属性がウェブサイト１０
の評価対象コンテンツの属性または評価対象コンテンツにアクセスするユーザの属性とし
て選択される。
【０１８１】
　このように、ウェブサイト１０の評価対象コンテンツにリンクされたウェブサイト１１
～１６のコンテンツに係る属性情報に基づいて、ウェブサイト１０の評価対象コンテンツ
に係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することと
したので、ウェブサイト１０の評価対象コンテンツに係る属性または評価対象コンテンツ
にアクセスするユーザに係る属性を精度よく評価することができる。
【０１８２】
　また、この属性評価処理の大きな特徴として、評価対象コンテンツに係る属性または評
価対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価をウェブサイト単位ではなくコ
ンテンツ単位でおこなうことができる点がある。
【０１８３】
　すなわち、トラックバック処理は、さまざまな記事や画像、動画などが含まれたウェブ
サイト単位ではなく、個々の記事や画像、動画単位で実行することができるため、ウェブ
サイト全体の情報を収集するのではなく、トラックバック処理によりリンクされたコンテ
ンツの情報のみを収集すればよいので、情報収集コストやインターネットトラフィック、
情報の解析時間、情報を収集するサーバあるいは情報を解析するサーバに係る負荷などを
低減することができる。
【０１８４】
　また、コンテンツの属性をメタデータを解析することにより評価する場合には、記事や
画像、動画などのメタデータの情報のみを収集すればよいため、上述した効果がさらに顕
著に現れるようになる。
【０１８５】
　つぎに、本実施例に係る属性評価処理の処理手順の概略について説明する。図４は、本
実施例に係る属性評価処理の処理手順の概略について説明する図である。図４に示すよう
に、この属性評価処理の処理手順は、「ウェブサイトからのデータ取得」、「ウェブサイ
トのデータ解析」、「ウェブサイトのデータ分類」、「ウェブサイトの自己属性評価」、
および、「ウェブサイトの重み決定」の５つの基本プロセスを含む。ここでは、これらを
基本処理フローと呼ぶこととする。
【０１８６】
　まず、「ウェブサイトからのデータ取得」プロセスでは、評価対象とするウェブサイト
（１）のメタデータ、コンテンツ、被リンク情報、ドメインなどの情報を情報収集をおこ
なうエージェントなどが取得する。ここで、ドメインの情報とは、対象としているウェブ
サイトが属するネットワークドメインのことである。
【０１８７】
　「ウェブサイトのデータ解析」プロセスでは、「ウェブサイトからのデータ取得」プロ
セスにおいて取得されたコンテンツの情報（３）に対してテキスト構造解析やテキスト処
理などのコンテンツ解析（７）がおこなわれ、コンテンツの属性が抽出される。コンテン
ツの情報（３）とは、属性の評価対象とするウェブサイトの中身そのものである。
【０１８８】
　また、取得されたメタデータ（４）には、属性の評価対象とするウェブサイトのコンテ
ンツの属性、地域属性、内容の要約などの情報が含まれている。メタデータが、ＲＤＦ（
Resource Description Framework）のように、リソース表現の枠組みが標準化されている
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場合、メタデータ（８）の解析や以下で説明する属性分類（１０）は、データの受け渡し
程度に簡素化することができるが、標準化されていない場合には、テキスト構造解析やテ
キスト処理などのメタデータ解析過程（８）を経て、コンテンツの属性が抽出される。
【０１８９】
　「ウェブサイトのデータ分類」プロセスでは、「ウェブサイトのデータ解析」プロセス
において抽出されたコンテンツの属性が、語彙を分類したシソーラスデータに基づいて所
定のカテゴリーに分類される（９）。同様に、メタデータの属性も、シソーラスデータを
参照して所定のカテゴリーに分類される（１０）。
【０１９０】
　「ウェブサイトの自己属性評価」プロセスでは、コンテンツの属性を分類した結果（９
）と、メタデータの属性を分類した結果（１０）とから、属性の評価対象とするウェブサ
イトのカテゴリー属性や地域属性の自己分類が決定される（１２）。なお、地域属性の自
己分類の決定については変形例１で詳しく説明する。
【０１９１】
　「ウェブサイトの重み決定」プロセスでは、属性の評価対象とするウェブサイトの重み
の評価をおこなう（１１）。具体的には、図１で説明したように、ウェブサイトのコンテ
ンツの被リンク数を基にして重み（１３）を決定する。重みの評価段階は、１０段階、１
００段階など任意に決定することができる。
【０１９２】
　ただし、重みの決定方法は、これに限定されず、「ウェブサイトからのデータ取得」プ
ロセスで取得されるドメインやＵＲＩなどに対応付けてあらかじめ設定された重みの指標
を参照することにより決定することとしてもよい。
【０１９３】
　また、調査や測定により得られたウェブサイトのＰＶ（Page View）数の大小などに基
づいて重みを決定することとしてもよい。また、被リンク数に加えて、リンク元のウェブ
サイトの重みを考慮して属性の評価対象とするウェブサイトの重みを決定することとして
もよい。また、第三者などにより提供されるウェブサイトのランク情報を用いてランクに
応じて重みを決定することとしてもよい。
【０１９４】
　一方、情報収集をおこなうエージェントなどにより取得された被リンク情報には、リン
ク元のウェブサイトのＵＲＩの情報が含まれる。ここで、このＵＲＩにより特定されるウ
ェブサイトの全部あるいは代表的なウェブサイトに対して、あるいは、処理時間に係る制
約から限定された数のウェブサイトに対して上記基本処理をおこなうことにより、リンク
元のウェブサイトのカテゴリー属性や地域属性の自己分類（１５）および重み（１６）を
決定することができる。
【０１９５】
　このような処理により、「属性の評価対象とするウェブサイトの自己分類属性」、「属
性の評価対象とするウェブサイトの重み」、「リンク元のウェブサイトの自己分類属性」
、「リンク元のウェブサイトの重み」の情報が得られる。そして、リンク情報とリンク元
のウェブサイトの情報とを用いて対象としているウェブサイトの属性を評価することによ
り、客観的で公正な評価が可能になる。
【０１９６】
　つぎに、本実施例に係る属性評価システム５０の機能構成について説明する。図５は、
本実施例に係る属性評価システム５０の機能構成を示す図である。図５に示すように、こ
の属性評価システム５０は、外部ウェブサーバ４０ａ～４０ｃとインターネット６０を介
して接続されている。
【０１９７】
　外部ウェブサーバ４０ａ～４０ｃは、属性評価システム５０の外部でウェブサイトの閲
覧サービスを提供しているサーバである。属性評価システム５０は、ウェブサイトにおけ
るコンテンツの閲覧サービスを提供するとともに、閲覧サービスを提供するコンテンツお
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よび当該コンテンツにアクセスするユーザの属性を評価するシステムである。
【０１９８】
　この属性評価システム５０は、ウェブサーバ７０ａ～７０ｃ、情報収集サーバ８０、デ
ータ解析サーバ９０、属性評価サーバ１００および広告サーバ１１０がＬＡＮ（Local Ar
ea Network）１２０を介して接続された構成となっている。また、ウェブサーバ７０ａ～
７０ｃおよび情報収集サーバ８０は、外部ウェブサーバ４０ａ～４０ｃとインターネット
６０を介して接続されている。
【０１９９】
　ウェブサーバ７０ａ～７０ｃは、ウェブサイト内のコンテンツの閲覧サービスを提供す
るサーバである。このウェブサーバ７０ａ～７０ｃは、ウェブサイトを構築するＨＴＭＬ
データおよびウェブサイトに対するユーザのアクセス履歴であるアクセスログを記憶して
いる。
【０２００】
　情報収集サーバ８０は、他のサーバにアクセスし、ウェブサイトのコンテンツ間に設定
されたリンクの情報や、ウェブサイト内のコンテンツのメタデータの情報、ウェブサイト
内のコンテンツの情報などを収集するサーバである。この情報収集サーバ８０は、データ
送受信部８００、情報収集部８０１、記憶部８０２および制御部８０３を有する。
【０２０１】
　データ送受信部８００は、他のサーバとの間でインターネット６０またはＬＡＮ１２０
を介してさまざまなデータの授受をおこなうネットワークインターフェースである。情報
収集部８０１は、インターネット６０に接続された外部ウェブサーバ４０ａ～４０ｃやウ
ェブサーバ７０ａ～７０ｃにアクセスし、ウェブサイトのコンテンツ間に設定されたリン
クの情報や、ウェブサイト内のコンテンツのメタデータの情報、ウェブサイト内のコンテ
ンツの情報などを収集し、収集した情報を記憶部８０２に記憶する。
【０２０２】
　記憶部８０２は、ハードディスク装置などの記憶デバイスである。この記憶部８０２は
、シソーラスデータ８０２ａ、リンク情報８０２ｂ、メタデータ情報８０２ｃ、コンテン
ツ情報８０２ｄ、属性／重み解析情報８０２ｅを記憶している。
【０２０３】
　シソーラスデータ８０２ａは、データ解析サーバ９０がウェブサイト内のコンテンツま
たはコンテンツのメタデータに対して形態素解析を実行し、コンテンツの属性を評価する
際にデータ解析サーバ９０により参照されるデータである。図６は、図５に示したシソー
ラスデータ８０２ａの一例を示す図である。
【０２０４】
　図６に示すように、このシソーラスデータ８０２ａは、単語が「音楽」や「自然」など
のカテゴリーに分類され、さらに、各カテゴリーに属する単語が単語の意味の包括関係に
基づいて各階層に分けられている。そして、各階層には、各階層に属する単語に割り当て
られる重みの情報が記憶される。
【０２０５】
　具体的には、上位の階層には、より広い意味範囲を有する単語が登録され、下位の階層
にはより狭い意味範囲を有する単語が登録される。ここで、最上位の階層には、単語が１
つだけ登録される。この最上位の単語は、各カテゴリーのインデックスとなる単語であり
、この単語を以降「インデックス語」と呼ぶことにする。このインデックス語は、他のカ
テゴリーに属することがないように登録されている。
【０２０６】
　たとえば、図６の例では、最上位階層である階層１に「音楽」というインデックス語が
登録されている。そして、階層２には、「音楽」というインデックス語の狭義語である「
ロック」という単語が登録され、階層３には、「ロック」という単語の狭義語である「ハ
ードロック」という単語が登録され、階層４には、「ハードロック」という単語の狭義語
である「ヘビメタ」という単語が登録されている。また、階層１、階層２、階層３及び階
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層４には、重み「６」、「４」、「２」および「１」がそれぞれ割り当てられている。
【０２０７】
　なお、ここでは、階層の数が４つである場合を示しているが、階層の数は任意に設定す
ることができる。また、インデックス語以外の単語は複数のグループに分類されることも
ある。これは、たとえば、「メモリ」という単語が、「コンピュータ」をインデックス語
とするカテゴリーと、「心理」をインデックス語とするカテゴリーとの２つに分類される
ような場合である。
【０２０８】
　図５の説明に戻ると、リンク情報８０２ｂは、コンテンツ間に設定されたリンクの情報
を記憶したものである。このリンクの情報は、情報収集部８０１により収集されたもので
ある。図７は、図５に示したリンク情報８０２ｂの一例を示す図である。
【０２０９】
　図７に示すように、このリンク情報８０２ｂは、リンク識別番号、リンク元コンテンツ
ＵＲＩ、リンク先コンテンツＵＲＩの情報を記憶している。リンク識別番号は、コンテン
ツ間に設定された各リンクを識別する番号の情報である。リンク元コンテンツＵＲＩは、
リンク元のコンテンツのＵＲＩの情報である。リンク先コンテンツＵＲＩは、リンク先の
コンテンツのＵＲＩの情報である。
【０２１０】
　図７の例では、ＵＲＩが「www.xxx.co.jp」であるコンテンツに、ＵＲＩが「www.aaa.c
om」、「www.bbb.co.jp」、・・・、などのＵＲＩを有するコンテンツがリンクされた場
合が示されている。
【０２１１】
　図５の説明に戻ると、メタデータ情報８０２ｃは、ウェブサイト内のコンテンツのメタ
データの情報を記憶したものである。このメタデータの情報は、情報収集部８０１により
収集されたものである。図８は、図５に示したメタデータ情報８０２ｃの一例を示す図で
ある。
【０２１２】
　図８に示すように、このメタデータ情報８０２ｃは、コンテンツ名、ＵＲＩ、メタデー
タの情報を記憶している。コンテンツ名は、メタデータの情報に対応するコンテンツの名
称である。ＵＲＩは、収集されたメタデータに対応するコンテンツのＵＲＩの情報である
。メタデータは、収集されたメタデータの情報である。
【０２１３】
　なお、ここでは、ウェブログで利用されるＲＳＳの情報をメタデータの情報として記憶
した場合を示しているが、ＨＴＭＬ文書に対するＲＳＳなどの情報をメタデータとして収
集して記憶することとしてもよい。
【０２１４】
　図５の説明に戻ると、コンテンツ情報８０２ｄは、ウェブサイト内のコンテンツの情報
を記憶したものである。このコンテンツの情報は、情報収集部８０１により収集されたも
のである。図９は、図５に示したコンテンツ情報８０２ｄの一例を示す図である。
【０２１５】
　図９に示すように、このコンテンツ情報８０２ｄは、コンテンツ名、ＵＲＩおよびコン
テンツの情報を記憶している。コンテンツ名は、収集されたウェブサイト内のコンテンツ
の名称である。ＵＲＩは、コンテンツのＵＲＩの情報である。メタデータは、収集された
コンテンツの情報である。
【０２１６】
　図５の説明に戻ると、属性／重み解析情報８０２ｅは、データ解析サーバ９０がウェブ
サイト内のコンテンツおよびメタデータを解析することにより評価したコンテンツの属性
、および、コンテンツの被リンク数により決定されたコンテンツの重みの情報などを記憶
したものである。
【０２１７】
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　図１０は、図５に示した属性／重み解析情報８０２ｅの一例を示す図である。図１０に
示すように、この属性／重み解析情報８０２ｅは、コンテンツ名、リンク識別番号、重み
および属性の情報を記憶している。
【０２１８】
　コンテンツ名は、属性を解析するコンテンツの名称である。リンク識別番号は、コンテ
ンツ間に設定された各リンクを識別する番号の情報である。重みは、コンテンツの被リン
ク数により決定されたコンテンツの属性の重みの情報である。属性は、コンテンツおよび
メタデータを解析することにより評価されたコンテンツの属性の情報である。
【０２１９】
　なお、本実施例では、コンテンツの属性の重みをコンテンツの被リンク数により決定す
ることとしたが、対象としているコンテンツにリンクされたコンテンツの属性の重みを加
味して、対象としているコンテンツの属性の重みを決定してもよい。たとえば、対象とし
ているコンテンツにリンクされたコンテンツの属性の重みの和を、対象としているコンテ
ンツの属性の重みとして決定することとしてもよい。
【０２２０】
　また、対象としているコンテンツのＰＶ（Page View）の大小や、対象としているコン
テンツが属するネットワークドメインのドメイン名、コンテンツの更新頻度、あるいは、
第三者により評価されたコンテンツのページランクの情報に基づいてコンテンツの属性の
重みを決定してもよい。
【０２２１】
　具体的には、ＰＶ、ドメイン名、更新頻度、あるいは、ページランクと重みとの対応関
係を記憶したデータベースを参照し、対象としているコンテンツのＰＶ、ドメイン名、更
新頻度、あるいは、ページランクの情報を収集して重みを決定する処理をおこなう。さら
には、各コンテンツの属性の重みを手作業で任意に設定することとしてもよい。
【０２２２】
　図５の説明に戻ると、制御部８０３は、情報収集サーバ８０を全体制御する制御部であ
り、各機能部間のデータの授受などを司る。
【０２２３】
　データ解析サーバ９０は、コンテンツの属性および属性の重み、また、コンテンツにリ
ンクされているコンテンツの属性および属性の重みをコンテンツおよびコンテンツに対応
するメタデータに基づいて評価するサーバである。このデータ解析サーバ９０は、データ
送受信部９００、属性／重み解析部９０１、記憶部９０２および制御部９０３を有する。
【０２２４】
　データ送受信部９００は、他のサーバとの間でＬＡＮ１２０を介してさまざまなデータ
の授受をおこなうネットワークインターフェースである。属性／重み解析部９０１は、コ
ンテンツおよびメタデータを解析することにより各コンテンツの属性およびコンテンツの
属性の重みを設定する処理をおこなう。
【０２２５】
　具体的には、属性／重み解析部９０１は、情報収集サーバ８０からシソーラスデータ８
０２ａ、リンク情報８０２ｂ、メタデータ情報８０２ｃ、コンテンツ情報８０２ｄを取得
する。そして、属性／重み解析部９０１は、メタデータおよびコンテンツに対して形態素
解析をおこなう。
【０２２６】
　これを具体的に説明すると、たとえば、メタデータあるいはコンテンツに「僕は今ブロ
グにはまっています。」、「パソコンのメモリを増設しました。」、「先日、ウェブサイ
トを立ち上げました。」という文が含まれていた場合を考える。この場合、属性／重み解
析部９０１は、それらの文に形態素解析を適用し、各文を以下に示すように形態素に分割
する。
【０２２７】
　「僕（名詞－代名詞－一般）／は（助詞－係助詞）／今（名詞－副詞可能）／ブログ（
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名詞－一般）／に（助詞－格助詞－一般）／はまっ（動詞－自立）／て（助詞－接続助詞
）／い（動詞－非自立）／ます（助動詞）／。（記号－句点）」
【０２２８】
　「パソコン（名詞－一般）／の（助詞－連体化）／メモリ（名詞－一般）／を（助詞－
格助詞－一般）／増設（名詞－サ変接続）／し（動詞－自立）／まし（助動詞）／た（助
動詞）／。（記号－句点）」
【０２２９】
　「先日（名詞－副詞可能）／、（記号－読点）／ウェブサイト（名詞－一般）／を（助
詞－格助詞－一般）／立ち（動詞－自立）／上げ（動詞－自立）／まし（助動詞）／た（
助動詞）／。（記号－句点）」
【０２３０】
　そして、属性／重み解析部９０１は、形態素の中から、一般名詞（名詞－一般）のみを
抽出する。すなわち、この例では、属性／重み解析部９０１は、「ブログ」、「パソコン
」、「メモリ」および「ウェブサイト」を抽出する。
【０２３１】
　その後、属性／重み解析部９０１は、シソーラスデータ８０２ａから、抽出した各単語
が属するカテゴリーのインデックス語を検索する処理をおこなう。また、属性／重み解析
部９０１は、シソーラスデータ８０２ａから、各単語に対応する重みの情報を取得し、各
単語に重みを割り当てる。
【０２３２】
　たとえば、「ブログ」、「パソコン」、「メモリ」および「ウェブサイト」の各単語が
「ＩＴ」というインデックス語を有するカテゴリーに属し、各単語の重みがそれぞれ「１
」、「８」、「３」、「４」であるものとする。また、「メモリ」という単語は「心理」
というインデックス語を有するカテゴリーにも属し、その単語の重みが「３」であるもの
とする。
【０２３３】
　この場合、属性／重み解析部９０１は、「ＩＴ」というインデックス語を有するカテゴ
リーの重みの和（上記例では、１＋８＋３＋４＝１６）と、「心理」というインデックス
語を有するカテゴリーの重みの和（上記例では、３）を算出する。そして、この和の大き
いカテゴリーのインデックス語（上記例では、「ＩＴ」）をコンテンツの属性として設定
する処理をおこなう。
【０２３４】
　なお、ここでは「メモリ」という単語が「ＩＴ」というインデックス語を有するカテゴ
リーおよび「心理」というインデックス語を有するカテゴリーの双方に属するものとして
各カテゴリーでそれぞれ重みの和を算出しているが、形態素解析を実行して「メモリ」と
いう単語の前後の文章から単語が属するカテゴリーを推定し、推定したカテゴリーに単語
「メモリ」を分類することとしてもよい。
【０２３５】
　また、ここでは、シソーラスデータ８０２ａにおいて、単語が属する各階層にそれぞれ
「６」、「４」、「２」、「１」などの値が割り当てられているが、たとえば、階層１を
「１００％」とした場合に階層２、階層３、階層４には、７５％、５０％、２５％の重み
を割り当てるなど、重みを各階層に相対的に割り当てることとしてもよい。
【０２３６】
　また、属性／重み解析部９０１は、リンク情報８０２ｂを参照して各コンテンツの被リ
ンク数を算出し、被リンク数をコンテンツの属性の重みとして設定する処理をおこなう。
【０２３７】
　なお、ここでは、被リンク数をそのままコンテンツの属性の重みとして利用しているが
、評価対象コンテンツの属性をより重視するために、評価対象コンテンツの属性の重みが
評価対象コンテンツにリンクされたコンテンツの属性の重みよりも大きくなるように重み
を調整することとしてもよい。
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【０２３８】
　その後、属性／重み解析部９０１は、コンテンツおよびメタデータを解析することによ
り設定した各コンテンツの属性およびコンテンツの属性の重みの情報を情報収集サーバ８
０に送信して、属性／重み解析情報８０２ｅとして記憶させる処理をおこなう。
【０２３９】
　記憶部９０２は、ハードディスク装置などの記憶デバイスである。この記憶部９０２は
、属性／重み解析部９０１などが扱うデータを記憶する処理をおこなう。制御部９０３は
、データ解析サーバ９０を全体制御する制御部であり、各機能部間のデータの授受などを
司る。
【０２４０】
　属性評価サーバ１００は、情報収集サーバ８０により収集されたリンク情報８０２ｂ、
および、データ解析サーバ９０によりコンテンツおよびメタデータの解析が実行されるこ
とにより得られた属性／重み解析情報８０２ｅを取得し、評価対象コンテンツの属性およ
び評価対象コンテンツにアクセスするユーザの属性を評価対象コンテンツにリンクされた
コンテンツの属性および重みの情報に基づいて評価する処理をおこなう。
【０２４１】
　この属性評価サーバ１００は、データ送受信部１０００、リンク検出部１００１、属性
評価部１００２、記憶部１００３および制御部１００４を有する。
【０２４２】
　データ送受信部１０００は、他のサーバとの間でＬＡＮ１２０を介してさまざまなデー
タの授受をおこなうネットワークインターフェースである。リンク検出部１００１は、情
報収集サーバ８０からリンク情報８０２ｂを取得して、コンテンツ間のリンクの状態を検
出する処理をおこなう。具体的には、リンク検出部１００１は、あるコンテンツに対して
リンクされているコンテンツを検出する。
【０２４３】
　属性評価部１００２は、コンテンツの属性および当該コンテンツにアクセスするユーザ
の属性を、当該コンテンツにリンクされたコンテンツの属性および重みの情報に基づいて
評価する処理をおこなう。
【０２４４】
　具体的には、属性評価部１００２は、評価対象コンテンツおよび評価対象コンテンツに
リンクされたコンテンツの属性および重みの情報である属性／重み解析情報８０２ｅを情
報収集サーバ８０から取得し、図３で説明したような方法にしたがって、重みの和が最大
となる属性を抽出し、抽出された属性を評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテ
ンツにアクセスするユーザの属性として設定する。
【０２４５】
　記憶部１００３は、ハードディスク装置などの記憶デバイスである。この記憶部１００
３は、属性評価情報１００３ａを記憶している。属性評価情報１００３ａは、属性評価部
１００２により評価されたコンテンツの属性および当該コンテンツにアクセスするユーザ
の属性に係る情報を記憶したものである。
【０２４６】
　図１１は、図５に示した属性評価情報１００３ａの一例を示す図である。図１１に示す
ように、この属性評価情報１００３ａは、コンテンツ名、ＵＲＩ、属性および重みの情報
を記憶している。
【０２４７】
　コンテンツ名は、評価対象コンテンツの名称である。ＵＲＩは、評価対象コンテンツの
ＵＲＩの情報である。属性は、属性評価部１００２により評価されたコンテンツの属性お
よび当該コンテンツにアクセスするユーザの属性（興味）の情報である。重みは、コンテ
ンツの被リンク数から算出された重みの情報である。
【０２４８】
　なお、ここでは、属性評価部１００２が、評価対象コンテンツの属性および評価対象コ
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ンテンツにアクセスするユーザの属性を属性評価情報１００３ａとして記憶部１００３に
記憶することとしたが、さらに、評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツに
アクセスするユーザの属性に係る記述を評価対象コンテンツのメタデータに追加して記憶
することとしてもよい。すでにメタデータに属性が記述されている場合には、その属性を
新たに評価された属性で書き換えて、その属性を記憶することとしてもよい。
【０２４９】
　図５の説明に戻ると、制御部１００４は、属性評価サーバ１００を全体制御する制御部
であり、各機能部間のデータの授受などを司る。
【０２５０】
　広告サーバ１１０は、属性評価サーバ１００により評価されたコンテンツの属性および
ユーザの属性に基づいて、各コンテンツに適した広告を配信するサーバである。この広告
サーバ１１０は、データ送受信部１１００、記憶部１１０１、広告配信処理部１１０２お
よび制御部１１０３を有する。
【０２５１】
　データ送受信部１１００は、他の装置との間でＬＡＮ１２０を介してさまざまなデータ
の授受をおこなうネットワークインターフェースである。記憶部１１０１は、ハードディ
スク装置などの記憶デバイスである。この記憶部１１０１は、広告データ１１０１ａおよ
び配信条件データ１１０１ｂを記憶している。
【０２５２】
　広告データ１１０１ａは、ウェブサーバ７０ａ～７０ｃが閲覧サービスを提供している
コンテンツに配信するインターネット広告のデータを記憶したものである。配信条件デー
タ１１０１ｂは、インターネット広告を配信するコンテンツのＵＲＩや配信期間などのイ
ンターネット広告の配信条件を記憶したデータである。
【０２５３】
　広告配信処理部１１０２は、記憶部１１０１に記憶された配信条件データ１１０１ｂに
基づいて、コンテンツに広告データ１１０１ａに記憶されたインターネット広告を配信す
る処理をおこなう。制御部１１０３は、広告サーバ１１０を全体制御する制御部であり、
各機能部間のデータの授受などを司る。
【０２５４】
　つぎに、本実施例に係る属性評価処理の処理手順について説明する。図１２は、本実施
例に係る属性評価処理の一例の処理手順を示すフローチャートである。
【０２５５】
　図１２に示すように、まず、情報収集サーバ８０の情報収集部８０１は、属性を評価す
る評価対象コンテンツにリンクされたコンテンツのリンクに係る情報を収集する（ステッ
プＳ１０１）。続いて、情報収集部８０１は、リンク元およびリンク先のコンテンツおよ
びメタデータの情報を収集する（ステップＳ１０２）。
【０２５６】
　その後、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１は、収集したコンテンツおよ
びメタデータに基づいて評価対象コンテンツの属性を判定する判定処理をおこなう（ステ
ップＳ１０３）。
【０２５７】
　具体的には、属性／重み解析部９０１は、評価対象コンテンツおよびメタデータに対し
て形態素解析をおこなうことにより単語を抽出し、抽出した単語に対応するインデックス
語および単語の重みをシソーラスデータ８０２ａを参照して取得し、単語の重みの合計が
最も大きくなるインデックス語を評価対象コンテンツの属性として設定する。
【０２５８】
　そして、属性／重み解析部９０１は、評価対象コンテンツにリンクされたコンテンツの
数を評価対象コンテンツの属性の重みとして設定する処理をおこなう（ステップＳ１０４
）。
【０２５９】
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　続いて、属性／重み解析部９０１は、収集したコンテンツおよびメタデータに基づいて
評価対象コンテンツにリンクが設定されたリンク元コンテンツの属性を判定する判定処理
をおこなう（ステップＳ１０５）。
【０２６０】
　具体的には、属性／重み解析部９０１は、リンク元コンテンツおよびメタデータに対し
て形態素解析をおこなうことにより単語を抽出し、抽出した単語に対応するインデックス
語および単語の重みをシソーラスデータ８０２ａを参照して取得し、単語の重みの合計が
最も大きくなるインデックス語をリンク元コンテンツの属性として設定する。
【０２６１】
　そして、属性／重み解析部９０１は、リンク元コンテンツにリンクされたコンテンツの
数をリンク元コンテンツの属性の重みとして設定する処理をおこなう（ステップＳ１０６
）。
【０２６２】
　その後、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２は、リンク元コンテンツの属性情
報を利用した評価対象ウェブサイトの属性評価処理をおこない（ステップＳ１０７）、こ
の属性評価処理を終了する。
【０２６３】
　具体的には、属性評価部１００２は、コンテンツおよびメタデータを解析することによ
り得られた評価対象コンテンツの属性および重みの情報と、評価対象コンテンツにリンク
が設定されたリンク元コンテンツの属性および重みの情報とから、図３を用いて説明した
ように、評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツにアクセスするユーザの属
性を評価する処理をおこなう。
【０２６４】
　つぎに、図１２のステップＳ１０３で説明した評価対象コンテンツの属性判定処理の処
理手順について詳細に説明する。図１３は、評価対象コンテンツの属性判定処理の処理手
順を詳細に説明するフローチャートである。
【０２６５】
　図１３に示すように、まず、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１は、情報
収集サーバ８０にコンテンツ情報８０２ｄとして記憶されたコンテンツの形態素解析を実
行し（ステップＳ２０１）、その結果得られた形態素から一般名詞を抽出する（ステップ
Ｓ２０２）。
【０２６６】
　続いて、属性／重み解析部９０１は、情報収集サーバ８０にメタデータ情報８０２ｃと
して記憶されたメタデータの形態素解析を実行し（ステップＳ２０３）、その結果得られ
た形態素から一般名詞を抽出する（ステップＳ２０４）。
【０２６７】
　その後、属性／重み解析部９０１は、抽出した一般名詞が属するカテゴリーのインデッ
クス語の情報、および、一般名詞が属する階層に割り当てられた重みの情報を取得する（
ステップＳ２０５）。
【０２６８】
　そして、属性／重み解析部９０１は、一般名詞が属する階層に割り当てられた重みの合
計値をカテゴリーごとに算出し（ステップＳ２０６）、合計値が最大となるカテゴリーの
インデックス語を抽出する（ステップＳ２０７）。
【０２６９】
　その後、属性／重み解析部９０１は、抽出したインデックス語をコンテンツの属性とし
て設定する処理をおこない（ステップＳ２０８）、この属性判定処理を終了する。
【０２７０】
　なお、ここでは、図１２のステップＳ１０３で実行される評価対象コンテンツの属性判
定処理の詳細について説明したが、図１２のステップＳ１０５で実行されるリンク元コン
テンツの属性判定処理も図１３で説明した処理と同様にして実行される。
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【０２７１】
　上述してきたように、本実施例では、情報収集サーバ８０の記憶部８０２が、評価対象
コンテンツにリンクが設定されたリンク元コンテンツに係る属性情報を記憶し、属性評価
サーバ１００の属性評価部１００２が、記憶部８０２に記憶されたコンテンツに係る属性
情報に基づいて、評価対象コンテンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスす
るユーザに係る属性を評価することとしたので、評価対象コンテンツに係る属性および評
価対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を精度よく評価することができる。
【０２７２】
　また、本実施例では、情報収集サーバ８０の記憶部８０２が、コンテンツおよびメタデ
ータの解析により得られた評価対象コンテンツに係る属性の情報をさらに記憶し、属性評
価サーバ１００の属性評価部１００２が、記憶部８０２に記憶された評価対象コンテンツ
に係る属性の情報、および、リンク元コンテンツに係る属性情報に基づいて、評価対象コ
ンテンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価す
ることとしたので、リンク元コンテンツに係る属性情報に加えて評価対象コンテンツに係
る属性の情報をさらに考慮することにより、評価対象コンテンツに係る属性または評価対
象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を精度よく評価することができる。
【０２７３】
　また、本実施例では、情報収集サーバ８０の記憶部８０２が、評価対象コンテンツ、お
よび、リンク元コンテンツに係る属性の重みの情報をさらに記憶し、属性評価サーバ１０
０の属性評価部１００２が、記憶部８０２に記憶された属性情報および属性の重みの情報
に基づいて、評価対象コンテンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユ
ーザに係る属性を評価することとしたので、各コンテンツの属性の重みを設定することに
より、コンテンツの属性の重視度をコンテンツごとに変化させ、評価対象コンテンツに係
る属性および評価対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を精度よく評価するこ
とができる。
【０２７４】
　また、本実施例では、情報収集サーバ８０の記憶部８０２が、評価対象コンテンツに係
る属性の重みの情報、および、評価対象コンテンツに係る属性の重みよりも小さく設定さ
れたリンク元コンテンツに係る属性の重みの情報をさらに記憶し、属性評価サーバ１００
の属性評価部１００２が、記憶部８０２に記憶された属性情報および属性の重みの情報に
基づいて、評価対象コンテンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を評価することとしたので、評価対象コンテンツに係る属性をリンク元コン
テンツに係る属性よりも重視することにより、評価対象コンテンツに係る属性および評価
対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を精度よく評価することができる。
【０２７５】
　また、本実施例では、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、コンテンツ
に係る属性の重みを他のコンテンツによりリンクされた被リンク数、コンテンツにリンク
された他のコンテンツに係る重み、コンテンツのページビュー数、コンテンツに対応する
ドメイン名、または、コンテンツの更新頻度に基づいて決定し、情報収集サーバ８０の記
憶部８０２が、決定された重みの情報を記憶することとしたので、コンテンツに係る属性
の重みを効果的に決定することができる。
【０２７６】
　また、本実施例では、評価対象コンテンツとリンク元コンテンツとの間に設定されたリ
ンクは、ハイパーリンク、または、コンテンツに対してトラックバックが実行されること
により設定されたリンクであることとしたので、ハイパーリンクまたはトラックバック処
理によりリンクが設定された評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツにアク
セスするユーザに係る属性を精度よく評価することができる。
【０２７７】
　また、本実施例では、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、コンテンツ
またはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語に基づいてコンテンツに係る属性
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を判定し、情報収集サーバ８０の記憶部８０２が、判定された属性に係る情報を属性情報
として記憶することとしたので、各コンテンツに係る属性を効果的に判定することができ
る。また、メタデータはコンテンツごとに持つことができるという特徴、および、トラッ
クバックはコンテンツ単位で実行できるという特徴により、リンクされているコンテンツ
の全ページを評価する必要がなくなり、インターネットにおけるユーザエージェント（ロ
ボット）の巡回コストを著しく低減できる。
【０２７８】
　また、本実施例では、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、単語をカテ
ゴリーに分類した情報を記憶したシソーラスデータ８０２ａを参照し、コンテンツまたは
メタデータに含まれる単語を分類したカテゴリーに係る情報に基づいて、コンテンツに係
る属性を判定することとしたので、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに
含まれる単語をカテゴリーに分類することにより、コンテンツに係る属性を効果的に判定
することができる。
【０２７９】
　また、本実施例では、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、カテゴリー
に分類した単語を階層化した情報を記憶したシソーラスデータ８０２ａを参照し、各階層
に属する単語に階層ごとにあらかじめ割り当てられた重みの情報に基づいてコンテンツに
係る属性を判定することとしたので、各単語に重みを設定することにより各単語の重視度
を変更し、コンテンツに係る属性を精度よく判定することができる。
【０２８０】
　また、本実施例では、シソーラスデータ８０２ａは、単語間の意味の包括関係に基づい
て階層化した単語の情報を記憶したこととしたので、単語間の意味の包括関係に基づいて
各単語の重みを適切に設定でき、コンテンツに係る属性を精度よく判定することができる
。
【０２８１】
　また、本実施例では、シソーラスデータ８０２ａにおいて各階層に属する単語に階層ご
とにあらかじめ割り当てられた重みは、包括関係の上位にある単語ほど大きいこととした
ので、上位概念の単語を含んだカテゴリーを下位概念の単語を含んだカテゴリーよりも重
視して、コンテンツに係る属性を効果的に判定することができる。
【０２８２】
　また、本実施例では、シソーラスデータ８０２ａにおける各カテゴリーのインデックス
語は他のカテゴリーに属さないこととしたので、カテゴリーの判定ができなくなるのを防
ぎ、コンテンツに係る属性を効果的に判定することができる。
【０２８３】
　また、本実施例では、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、評価対象コンテ
ンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価したの
ち、評価対象コンテンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユーザに係
る属性をコンテンツに対応するメタデータとして記憶することとしたので、新たに評価さ
れた属性をメタデータとして記憶することにより、いつでも精度よく評価された属性を参
照することができる。
【０２８４】
　また、本実施例では、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２により評価された評
価対象コンテンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性
に基づいて、広告サーバ１１０の広告配信処理部１１０２が、インターネット広告のコン
テンツを配信することとしたので、インターネット広告を効果的に配信することができる
。
【０２８５】
　さて、これまで本発明の実施例について説明したが、本発明は上述した実施例以外にも
、特許請求の範囲に記載した技術的思想の範囲内において種々の異なる実施例にて実施さ
れてもよいものである。以下に、上記実施例の種々の変形例について説明する。
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【０２８６】
（変形例１）
　上記実施例では、コンテンツの属性がコンテンツの内容から判断されるカテゴリーであ
る場合、および、ユーザの属性がユーザの興味である場合について説明してきたが、コン
テンツを閲覧するユーザの地域をコンテンツの属性およびユーザの属性として判定するこ
ととしてもよい。
【０２８７】
　これにより、コンテンツにインターネット広告を配信するような場合に、コンテンツを
閲覧するユーザの地域に適合したインターネット広告を配信することができるようになる
。
【０２８８】
　具体的には、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、評価対象コンテンツ
にリンクされたコンテンツおよびそのコンテンツのメタデータに含まれる地域名などの情
報を抽出し、地域名などの単語と地域のカテゴリーに単語を分類した情報とを記憶したデ
ータベースを参照して評価対象コンテンツにリンクされたコンテンツの地域のカテゴリー
を評価し、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、最も多かった地域のカテゴリ
ーを評価対象コンテンツの地域の属性および評価対象コンテンツにアクセスするユーザの
地域の属性として判定することとする。
【０２８９】
　また、属性評価部１００２は、上記実施例で説明したように、単語の重みを加味して評
価対象コンテンツの地域の属性および評価対象コンテンツにアクセスするユーザの地域の
属性を判定することとしてもよい。
【０２９０】
　また、住所や建物名、レストラン名、あるいは、イベント名などの単語と、それらに関
連する国や都道府県などの地域とを対応付けて記憶したデータベース（図示せず）を参照
し、コンテンツやメタデータに含まれる単語から評価対象コンテンツの地域の属性および
評価対象コンテンツにアクセスするユーザの地域の属性を判定することとしてもよい。
【０２９１】
　さらには、コンテンツが写真や動画などの画像であり、コンテンツのメタデータに画像
が撮影された緯度や経度などの位置情報が含まれている場合に、データ解析サーバ９０の
属性／重み解析部９０１が、その位置情報を基にして評価対象コンテンツにリンクされた
コンテンツの地域のカテゴリーを評価して情報収集サーバ８０に記憶し、属性評価サーバ
１００の属性評価部１００２が、情報収集サーバ８０から地域のカテゴリーの情報を取得
して最も多かった地域のカテゴリーを評価対象コンテンツの地域の属性および評価対象コ
ンテンツにアクセスするユーザの地域の属性を判定することとしてもよい。
【０２９２】
　ここで、上記位置情報は、ＧＰＳが搭載されたデジタルカメラやカメラ付き携帯電話機
などにより、撮影された画像のメタデータに登録されるものである。
【０２９３】
　また、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２は、評価対象コンテンツの地域の属
性および評価対象コンテンツにアクセスするユーザの地域の属性を判定するのに加えて、
上記実施例で説明したように、コンテンツが属するカテゴリーをコンテンツの内容に基づ
いて判定することとしてもよい。
【０２９４】
　さらには、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、上記処理の結果得られた地
域の属性を基にして、地域と地域に関連する単語とを対応付けて記憶したデータベースを
情報収集サーバ８０に構築することとしてもよい。
【０２９５】
　具体的には、評価されたコンテンツの地域の属性およびコンテンツにアクセスするユー
ザの地域の属性をインデックス語とし、そのコンテンツにリンクされたコンテンツまたは
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そのコンテンツのメタデータから抽出された単語をインデックス語に属する単語としてデ
ータベースに登録することとする。
【０２９６】
　また、評価された第１のコンテンツにリンクされた第２のコンテンツまたは第２のコン
テンツのメタデータから抽出された単語だけでなく、さらに、第２のコンテンツにリンク
された第３のコンテンツまたは第３のコンテンツのメタデータから抽出された単語をイン
デックス語に属する単語としてデータベースに登録することとしてもよい。
【０２９７】
　以下同様に、第ｎ（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）のコンテンツにリ
ンクされた第ｎ＋１のコンテンツまたは第ｎ＋１のコンテンツに対応するメタデータに含
まれる単語をインデックス語に属する単語としてデータベースに登録することとしてもよ
い。
【０２９８】
　このようにして構築されたデータベースは、上記実施例にて説明したように、データ解
析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、次回コンテンツの地域の属性およびコンテン
ツにアクセスするユーザの地域の属性を評価する際に利用される。また、データベースの
構築は、属性が地域の属性である場合に限らず、その他の属性である場合にもデータベー
スの構築をおこなうこととしてもよい。
【０２９９】
　上述したように、本変形例１においては、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９
０１が、地域のカテゴリーに地域に係る単語または地域に係る単語以外の単語を分類した
情報を記憶したデータベースを参照し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデー
タに含まれる単語を地域のカテゴリーに分類した分類情報に基づいてコンテンツに係る地
域の属性を判定することとしたので、コンテンツに係る地域の属性を効果的に判定するこ
とができ、特に、メタデータに含まれる単語を地域のカテゴリーに分類した分類情報に基
づいてコンテンツに係る地域の属性を判定する場合には、画像や動画など文字テキスト以
外のコンテンツに係る情報も扱うことができる。
【０３００】
　また、本変形例１においては、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、コ
ンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる緯度経度情報に基づいて当該
コンテンツに係る地域の属性を判定し、判定した属性に係る情報をコンテンツに係る情報
として記憶することとしたので、緯度経度情報に基づいてコンテンツに係る地域の属性を
効率的に判定することができる。
【０３０１】
　また、本変形例１においては、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、コンテ
ンツに係る地域の属性と当該コンテンツの内容を分類したカテゴリーの属性とを判定する
こととしたので、コンテンツの属性を異なる側面から判定することができ、属性情報の利
用範囲を拡大することができる。
【０３０２】
　また、本変形例１においては、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、評価さ
れた評価対象コンテンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユーザに係
る属性、および、評価対象コンテンツにリンクされたコンテンツまたは評価対象コンテン
ツにリンクされたコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、単語をカ
テゴリーに分類した情報を記憶したデータベースを構築することとしたので、評価対象コ
ンテンツに係る属性または評価対象コンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結
果に基づいて、コンテンツ間のリンクにより対応付けられたカテゴリーと単語とからなる
データベースを作成することができ、作成したデータベースをそれ以降の属性の評価に利
用することができる。
【０３０３】
　また、本変形例１においては、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、評価さ
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れた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属
性、および、第ｎ（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）のコンテンツまたは
第ｎのコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語に基づいて、単語をカテゴリーに
分類した情報を記憶したデータベースを構築することとしたので、何段階にもリンクされ
たコンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語から、コンテンツ間
のリンクにより対応付けられたカテゴリーと単語とからなるデータベースを作成すること
ができ、作成したデータベースをそれ以降の属性の評価に利用することができる。
【０３０４】
（変形例２）
　また、上記実施例および変形例１では、コンテンツの属性またはコンテンツにアクセス
するユーザの属性として、コンテンツの内容を分類したカテゴリーや、コンテンツが関連
する地域を設定することとしているが、「ぬくもり」や「やすらぎ」などの人間の感覚や
感情、情緒をコンテンツの属性またはコンテンツにアクセスするユーザの属性として設定
することとしてもよい。
【０３０５】
　図１４は、コンテンツの属性またはコンテンツにアクセスするユーザの属性として人間
の感覚・感情・情緒を設定する処理を説明する図である。図１４に示すように、この処理
では、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、コンテンツに対して形態素解
析を実行することにより単語を抽出する。
【０３０６】
　そして、属性／重み解析部９０１は、人間の感覚・感情・情緒を表す単語（インデック
ス語）と一般名詞である単語とを対応付けて記憶したデータベース（図示せず）を参照し
、抽出した単語に対応する感覚・感情・情緒を表す単語を検索し、検索された感覚・感情
・情緒を表す単語をコンテンツの属性として設定する。
【０３０７】
　たとえば、上記データベースには、感覚・感情・情緒を表す単語である「ぬくもり」に
は、「郷土」、「家庭料理」、「くちびる」、「旅館」、「布団」、「手作り」などの一
般名詞である単語が対応付けて記憶され、感覚・感情・情緒を表す単語である「やすらぎ
」には、「介護」、「まんが」、「音楽」、「霊園」、「宿」、「居酒屋」などの一般名
詞である単語が対応付けて記憶される。
【０３０８】
　また、人間の感覚・感情・情緒を表す単語としては、「ぬくもり」や「やすらぎ」以外
にも、「あたたかみ」や「かわき」、「みえっぱり」、「派手な色」、「暖かい色」、「
シャープ」、「クール」、「ファミリー」などの単語がデータベースに登録される。
【０３０９】
　ここで、コンテンツから抽出された単語から「ぬくもり」や「やすらぎ」などの複数の
感覚・感情・情緒を表す単語が検索された場合には、コンテンツから抽出された単語がよ
り多い方の感覚・感情・情緒を表す単語を選択するなどして、コンテンツの属性として決
定する。あるいは、上記実施例に示したように、コンテンツから抽出された各単語に重み
を設定し、その重みに基づいてコンテンツの属性を設定することとしてもよい。
【０３１０】
　そして、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、データ解析サーバ９０の属性
／重み解析部９０１により評価されたコンテンツの属性の情報を取得して、上記実施例に
て説明したような方法により評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツにアク
セスするユーザの属性を判定する。
【０３１１】
　上述したように、本変形例２においては、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９
０１が、単語を感情、感覚または情緒に係るカテゴリーに分類した情報を記憶したデータ
ベースを参照し、コンテンツまたはコンテンツに対応するメタデータに含まれる単語を分
類することにより得られた感情、感覚または情緒に係るカテゴリーに係る情報に基づいて
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感情、感覚または情緒に係るコンテンツの属性を判定することとしたので、コンテンツの
属性またはコンテンツにアクセスするユーザの属性の判定結果に基づいてインターネット
広告などを配信する場合に、「ぬくもり」や「やすらぎ」などといったユーザの世界観、
生活シーン、テイストなどに対応するインターネット広告を配信できるよう広告主がカス
タマイズすることができる。
【０３１２】
（変形例３）
　また、上記実施例では、評価対象となる第１のコンテンツにリンクされた第２のコンテ
ンツの属性を、第２のコンテンツまたは第２のコンテンツのメタデータに含まれる単語か
ら決定することとしたが、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、第１のコンテ
ンツにリンクされた第２のコンテンツの属性を、さらに第２のコンテンツにリンクされた
第３のコンテンツの属性から決定することとしてもよい。
【０３１３】
　また、第３のコンテンツの属性を第３のコンテンツにリンクされた第４のコンテンツの
属性から決定することとしてもよい。このように、あるコンテンツにリンクされたコンテ
ンツの属性をさらにそのコンテンツにリンクされたコンテンツの属性から決定する処理は
任意の回数おこなうことができ、第１のコンテンツの属性評価の精度を制御することがで
きる。ここで、第ｎ（ｎ＝１，２，・・・）のコンテンツの属性を決定するための第ｎ＋
１のコンテンツの情報は、情報収集サーバ８０により収集され、記憶部８０２に記憶され
る。
【０３１４】
　その際、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、更新頻度の低いコンテンツや
コンテンツの内容が他のコンテンツとは大きく異なるコンテンツ、あるいは、特定のドメ
インに属するコンテンツの属性を、リンク先のコンテンツの属性評価に用いないこととし
てもよい。これにより、リンク先のコンテンツの属性評価に対するリンクスパムやトラッ
クバックスパムの影響を除去し、評価精度を高めることができる。
【０３１５】
　具体的には、コンテンツの更新頻度が所定値よりも小さい場合に、そのコンテンツに対
して決定された属性をリンク先のコンテンツの属性評価に考慮しないこととする。または
、他のリンク元のコンテンツの属性がすべて一致しているにもかかわらず、あるリンク元
のコンテンツの属性だけが異なっているような場合には、そのリンク元の属性をリンク先
のコンテンツの属性評価に考慮しないこととする。
【０３１６】
　あるいは、コンテンツの属性評価から除外するコンテンツのドメイン名をあらかじめ記
憶しておき、そのドメイン名に対応するコンテンツをリンク先のコンテンツの属性評価に
考慮しないこととする。
【０３１７】
　上述したように、本変形例３においては、情報収集サーバ８０に記憶される第２のコン
テンツに係る情報は、第ｎ（ｎ＝２，３，・・・，ｍ：ｍは２以上の自然数）のコンテン
ツにリンクされた第ｎ＋１のコンテンツに係る情報に基づいて決定された情報であること
としたので、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザ
に係る属性の評価の精度を制御することができる。
【０３１８】
　また、本変形例３では、ｎの値はユーザにより任意に設定されることとしたので、要求
される属性の評価精度をユーザが任意に設定することができる。ここで、ユーザとは、属
性評価システムの管理者や、コンテンツにアクセスする一般ユーザなどである。
【０３１９】
　また、本変形例３においては、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツに
アクセスするユーザに係る属性を評価する場合に、属性評価サーバ１００の属性評価部１
００２が、所定の条件に合致するコンテンツに係る情報を評価に用いる情報から除外する
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こととしたので、更新頻度の低いコンテンツやコンテンツの内容が他のコンテンツとは大
きく異なるコンテンツ、あるいは、特定のドメインに属するコンテンツの属性などをコン
テンツの属性評価に用いないことにより、第１のコンテンツに係る属性または第１のコン
テンツにアクセスするユーザに係る属性の評価に対するリンクスパムやトラックバックス
パムの影響を除去し、評価精度を高めることができる。
【０３２０】
（変形例４）
　また、本実施例では、コンテンツのメタデータ内に記述されている単語を基にしてコン
テンツの属性およびコンテンツにアクセスするユーザの属性を決定することとしたが、コ
ンテンツの属性を記憶したデータベースを参照するための情報をメタデータ内に記述して
おき、そのデータベースを参照することによりコンテンツの属性およびコンテンツにアク
セスするユーザの属性を決定することとしてもよい。
【０３２１】
　図１５は、メタデータ１３０内に記述されたデータベースの参照情報に基づいてデータ
ベースを参照する処理を説明する図である。図１５には、属性の評価をおこなうコンテン
ツのＸＭＬ形式のメタデータ１３０が示されている。
【０３２２】
　ＸＭＬ形式のメタデータ１３０では、独自のマークアップ言語を自由に設計できるとい
う特徴がある。この独自のマークアップ言語により記述された情報がＷＷＷにおいて共有
または交換される場合に、その意味を正確に示し、コンピュータに理解可能とするため、
ＸＭＬ名前空間１４０の規格がＷ３Ｃにより勧告されている（World Wide Web Consortiu
m、”Namespaces in XML”、［online］、［平成１６年１１月４日検索］、インターネッ
ト＜ＵＲＬ：　http://www.w3.org/TR/REC-xml-names/＞を参照）。
【０３２３】
　ＸＭＬ名前空間１４０とは、ＸＭＬにおける属性名をＵＲＩと組み合わせて参照させる
仕組みである。このＸＭＬ名前空間１４０では、複数の属性名を混在させて運用すること
ができる。
【０３２４】
　たとえば、図１５に示したメタデータ内のＸＭＬ名前空間１４０においては、「xmlns:
yp="http://www.△△△.co.jp/ns/modules/property/?=20100311_01」という属性コンテ
ナを記述している。
【０３２５】
　ここで、「xmlns:yp="http://www.△△△.co.jp/ns/modules/property/」の部分が評価
対象となるコンテンツの属性情報を記憶した参照先データベース１５０のＵＲＩを示して
おり、「20100311_01」の部分が評価対象となるコンテンツを識別するための引数となっ
ている。また、「yp」というタグは、独自に定義されたＸＭＬ名前空間１４０であり、参
照先データベース１５０を参照することにより得られたコンテンツの属性情報を返すタグ
である。
【０３２６】
　そして、広告サーバが広告を配信するような場合に、参照先データベース１５０を管理
するサーバ装置にこの引数が送信され、その引数を受信したサーバ装置が属性評価サーバ
１００に上記実施例にて説明したような方法でコンテンツの属性およびコンテンツにアク
セスするユーザの属性を評価する処理をリアルタイムで実行するよう要求し、その結果得
られた属性を取得して参照先データベース１５０に記憶する。
【０３２７】
　広告サーバは、このような参照先データベース１５０を参照することにより、コンテン
ツの属性またはコンテンツにアクセスするユーザの属性に適合したインターネット広告を
評価対象コンテンツが掲載されているウェブサイトなどに配信することができるようにな
る。
【０３２８】
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　また、コンテンツの属性情報を記憶した参照先データベース１５０は、誰もがアクセス
できるように開放しておくこととしてもよい。これにより、属性評価システム５０を管理
しているバナー広告配信業者だけでなく、他のバナー広告配信業者やコンテンツの分類を
おこなう業者などがその情報を有効に利用することができるようになる。また、参照先デ
ータベース１５０に対するアクセスを有料で開放することとすれば、属性評価システム５
０を管理しているバナー広告配信業者はアクセスに対する対価を受け取ることができる。
【０３２９】
　また、ここでは、サーバ装置が引数を受信した場合に、属性評価サーバ１００にコンテ
ンツの属性およびコンテンツにアクセスするユーザの属性をリアルタイムで評価するよう
要求することとしているが、属性評価サーバ１００があらかじめ各コンテンツの属性およ
びコンテンツにアクセスするユーザの属性を評価して、評価結果を参照先データベース１
５０に記憶しておくこととしてもよい。
【０３３０】
　この場合、評価対象となるコンテンツが掲載されているウェブサイトに当該コンテンツ
の属性および当該コンテンツにアクセスするユーザの属性を出力するよう要求するボタン
などを設け、そのボタンがクリックされた場合に参照先データベース１５０から属性の情
報を取得し、ウェブサイト上に出力するようにすることもできる。
【０３３１】
　上述したように、本変形例４においては、データベースを管理するサーバ装置が、第１
のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価
結果をデータベースに記憶し、コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第
１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参
照要求を受信した場合に、参照要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１の
コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を出力することとしたので、メタデータに記
述された名前空間を利用することにより、第１のコンテンツに係る属性または第１のコン
テンツにアクセスするユーザに係る属性の情報を効率的に取得することができる。
【０３３２】
　また、本変形例４においては、データベースを管理するサーバ装置が、コンテンツのメ
タデータに記述された名前空間に基づく第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテ
ンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受信したのを契機として、属性評価サ
ーバ１００が、第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユー
ザに係る属性を評価することとしたので、メタデータに記述された名前空間を利用して、
リアルタイムで評価された第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセ
スするユーザに係る属性の情報を取得することができる。
【０３３３】
（変形例５）
　また、上記実施例では、評価されたコンテンツの属性およびコンテンツにアクセスする
ユーザの属性をインターネット広告の配信に利用することとしたが、それらをコンテンツ
の検索に利用することとしてもよい。
【０３３４】
　図１６は、評価属性に基づくコンテンツの検索処理について説明する図である。図１６
に示すように、この検索処理においては、検索クエリを発信したウェブサーバが提供して
いるコンテンツの属性およびコンテンツにアクセスするユーザの属性を、属性評価サーバ
１００の属性評価部１００２が、上記実施例で説明したような方法で評価し、評価された
属性と検索キーワードの両方に該当するコンテンツを検索エンジン１６０が検索し、検索
クエリを発信したウェブサーバに検索結果を出力する。
【０３３５】
　ここで、検索エンジン１６０は、図５に示したＬＡＮ１２０に接続された検索サーバ（
図示せず）に搭載される機能部であり、検索クエリおよびコンテンツの属性の情報を受け
付けて、検索キーワードおよびコンテンツの属性の情報に対応するコンテンツを検索し、
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検索クエリを発信した装置に検索したコンテンツを出力する処理をおこなう。
【０３３６】
　たとえば、図１６の例では、「フルーツ」という検索キーワードの検索クエリを発信し
たウェブサーバが提供しているコンテンツの属性およびコンテンツにアクセスするユーザ
の属性が「スペイン」であると判定された場合に、検索エンジン１６０は、「フルーツ」
という検索キーワードおよび「スペイン」という属性の情報を取得し、「スペイン」およ
び「フルーツ」の両方に該当するコンテンツをウェブサーバに出力する。
【０３３７】
　なお、ここでは、コンテンツの属性およびコンテンツにアクセスするユーザの属性の評
価をウェブサーバが検索クエリを発信した場合におこなうこととしたが、あらかじめ属性
を評価しておくこととしてもよい。
【０３３８】
　また、変形例１では、評価されたコンテンツの属性およびコンテンツにアクセスするユ
ーザの属性をインデックス語とし、そのコンテンツにリンクされたコンテンツまたはその
コンテンツのメタデータから抽出された単語をインデックス語に属する単語としてデータ
ベースに登録することとしたが、ある単語を検索キーワードとする検索クエリを受け付け
た場合に、検索エンジン１６０が、上記データベースを参照し、検索キーワードが属する
インデックス語と同じインデックス語に属する単語をさらに検索キーワードとして設定し
、それらの検索キーワードに該当するコンテンツを検索結果として出力することとしても
よい。
【０３３９】
　図１７は、インデックス語に属する単語を検索キーワードとして用いる処理を説明する
図である。図１７に示すように、たとえば、シソーラスにおいて、インデックス語に「ぬ
くもり」が登録されており、そのインデックス語に「郷土」、「家庭料理」、「くちびる
」、「旅館」、「布団」、「手作り」という単語が登録されているものとする。
【０３４０】
　この場合、たとえば、「郷土」という検索キーワードの検索クエリが発信された場合に
は、データベースが参照され、「郷土」という単語のインデックス語である「ぬくもり」
が検索される。
【０３４１】
　そして、「ぬくもり」というインデックス語に属する単語「家庭料理」、「くちびる」
、「旅館」、「布団」、「手作り」が検索され、それらの単語がさらに検索キーワードと
して追加されて、単語「郷土」、「家庭料理」、「くちびる」、「旅館」、「布団」、「
手作り」に該当するコンテンツが検索される。
【０３４２】
　また、ある単語を検索キーワードとする検索クエリを受け付ける場合に、インデックス
語の指定をさらに受け付け、インデックス語に属する単語をさらに検索キーワードに設定
し、それらの検索キーワードに該当するコンテンツを検索結果として出力することとして
もよい。
【０３４３】
　たとえば、図１７の例を用いて説明すると、「郷土」という検索キーワードの検索クエ
リが発信され、さらに、「ぬくもり」というインデックス語が指定された場合に、「ぬく
もり」というインデックス語に属する単語「郷土」、「家庭料理」、「くちびる」、「旅
館」、「布団」、「手作り」に該当するコンテンツが検索される。
【０３４４】
　上述したように、本変形例５においては、コンテンツの検索要求を検索キーワードとな
る単語とともに受け付けた場合に、検索エンジン１６０が、コンテンツに係る属性または
コンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果を取得し、取得した属性および検
索キーワードとなる単語を検索キーワードとして検索をおこなうこととしたので、コンテ
ンツを巡回したりコンテンツの検索をおこなったりしてコンテンツの属性を収集すること
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なく、精度よく評価された属性に基づいてコンテンツの検索を効果的におこなうことがで
きる。
【０３４５】
　また、本変形例５においては、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単語とと
もに受け付けた場合に、検索エンジン１６０が、変形例１の方法により構築されたデータ
ベースを参照して検索キーワードとなる単語が属するカテゴリーを抽出し、抽出したカテ
ゴリーに属する単語を検索キーワードに追加することによりコンテンツの検索をおこなう
こととしたので、精度よく評価された属性に基づいてコンテンツの検索を効果的におこな
うことができる。
【０３４６】
　また、本変形例５においては、コンテンツの検索要求を検索キーワードとなる単語およ
び前記データベースにおけるカテゴリーの指定とともに受け付けた場合に、検索エンジン
１６０が、指定されたカテゴリーに属する単語を検索キーワードに追加することによりコ
ンテンツの検索をおこなうこととしたので、精度よく評価された属性およびカテゴリーの
情報に基づいてコンテンツの検索を効果的におこなうことができる。
【０３４７】
（変形例６）
　また、変形例５では、ユーザにより入力された検索キーワードとコンテンツの属性であ
る単語とを検索キーワードとしてコンテンツの検索をおこなうこととしたが、ＨＴＭＬや
ＸＭＬ、ＲＤＦ、ＲＳＳなどのマークアップ言語のタグをコンテンツの属性として設定し
、設定されたタグを用いて記述されたテキスト内に検索キーワードがあるコンテンツを検
索することとしてもよい。
【０３４８】
　たとえば、図２に示したようなＲＳＳでは、＜ｔｉｔｌｅ＞、＜ｌｉｎｋ＞、＜ｄｅｓ
ｃｒｉｐｔｉｏｎ＞などのタグが含まれているが、それらのタグのうち特定のタグをコン
テンツの属性として設定する。
【０３４９】
　特定のタグは、たとえば、シソーラスデータ８０２ａを用いることにより決定すること
ができる。具体的には、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１は、タグにより
埋め込まれた文字列に対して形態素分析をおこない、一般名詞を抽出する。
【０３５０】
　そして、属性／重み解析部９０１は、シソーラスデータ８０２ａを参照し、抽出された
一般名詞の重みの平均値をタグごとに算出する。そして、属性／重み解析部９０１は、平
均値が最も大きいタグをそのコンテンツのタグ属性として選択し、選択した結果を情報収
集サーバ８０の記憶部８０２に記憶する。すなわち、より広い意味範囲を有する一般名詞
を多く含んだテキストに対応するタグがコンテンツのタグ属性として選択される。
【０３５１】
　また、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２は、図１６に示したような検索キー
ワードの検索クエリを発信するウェブサーバが提供しているコンテンツのタグ属性を、当
該コンテンツにリンクされたコンテンツのタグ属性、および、コンテンツの被リンク数な
どにより決定されるコンテンツの重みの情報に基づいて評価する。
【０３５２】
　具体的には、属性評価部１００２は、図３で説明したようにして、リンクされたコンテ
ンツのタグ属性ごとにコンテンツの重みの合計値を算出し、合計値が最も大きいタグ属性
を検索クエリを発信するウェブサーバが提供しているコンテンツのタグ属性として設定す
る。図３の場合との違いは、図３では単語が属性となるのに対し、ここではタグが属性と
なることである。
【０３５３】
　そして、コンテンツの検索をおこなう場合に検索クエリを発信するウェブサーバがユー
ザから「フルーツ」といったような検索キーワードの入力を受け付けると、ウェブサーバ
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は、検索キーワードと提供しているコンテンツのタグ属性の情報とを含んだ検索クエリを
検索エンジン１６０に対して発信する。
【０３５４】
　それらの情報を受信した検索エンジン１６０は、タグ属性として指定されたタグを用い
て記述されたテキスト内に検索キーワードが含まれるコンテンツを検索し、検索結果を検
索クエリを発信したウェブサーバに出力する。
【０３５５】
　たとえば、タグ属性として指定されたタグが＜ｔｉｔｌｅ＞であり、検索キーワードが
「フルーツ」である場合には、＜ｔｉｔｌｅ＞および＜／ｔｉｔｌｅ＞で挟まれるテキス
ト中に「フルーツ」という単語が含まれているコンテンツが検索される。
【０３５６】
　上述したように、本変形例６においては、コンテンツの検索要求を検索キーワードとな
る単語とともに受け付けた場合に、検索エンジン１６０が、コンテンツのタグ属性として
指定されたタグの情報を取得し、当該タグを用いて記述されたテキスト内に検索キーワー
ドとなる単語が含まれるコンテンツを検索することとしたので、検索されるコンテンツを
タグを利用することにより効率的に絞り込むことができる。
【０３５７】
　なお、ここでは、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、シソーラスデー
タ８０２ａを用いることによりコンテンツのタグ属性を動的に決定することとしているが
、コンテンツごとにあらかじめタグ属性を設定しておくこととしてもよい。また、ここで
利用されるタグは、あらかじめ標準化機関などにより標準化されているタグに限らず、ユ
ーザが独自に設定したタグでもよい。
【０３５８】
（変形例７）
　また、本実施例では、評価対象コンテンツにリンクされたコンテンツの属性情報を基に
して評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツにアクセスするユーザの属性を
評価することとしたが、さらに、評価対象コンテンツまたは評価対象コンテンツにリンク
されたコンテンツが掲載されたウェブサイトにコンテンツの検索機能が付加されている場
合に、ユーザにより過去の所定の時間内に入力された検索キーワードを記憶し、検索キー
ワードと評価対象コンテンツにリンクされたコンテンツの属性情報とを基にして評価対象
コンテンツの属性および評価対象コンテンツにアクセスするユーザの属性を評価すること
としてもよい。
【０３５９】
　具体的には、過去の一定期間内にユーザにより入力された検索キーワードを検索キーワ
ードの入力を受け付けたウェブサイトを提供しているサーバにクッキー技術を利用して記
憶するか、あるいは、検索キーワードを蓄積する外部のサーバに記憶する。
【０３６０】
　そして、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１は、蓄積された検索キーワー
ドの情報を取得して、シソーラスデータ８０２ａを参照し、検索キーワードに対応するイ
ンデックス語および重みを検索する。
【０３６１】
　その後、属性／重み解析部９０１は、検索キーワードをコンテンツおよびメタデータか
ら抽出した単語と同様に扱って、上記実施例と同様に評価対象コンテンツの属性および評
価対象コンテンツにリンクされたコンテンツの属性を判定し、属性評価サーバ１００の属
性評価部１００２は、その判定結果を基にして評価対象コンテンツの属性および評価対象
コンテンツにアクセスするユーザの属性を評価する。
【０３６２】
　また、変形例４で説明したように、コンテンツの属性を記憶したデータベースを参照す
るための情報をメタデータ内に記述しておき、そのデータベースを参照することによりコ
ンテンツの属性およびコンテンツにアクセスするユーザの属性を決定する場合に、属性評



(46) JP 4820147 B2 2011.11.24

10

20

30

40

50

価サーバ１００の属性評価部１００２が、過去の一定期間内にユーザにより入力された検
索キーワードに基づいて、評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツにアクセ
スするユーザの属性を評価した結果をデータベースに記憶しておき、その評価結果を参照
元に出力することとしてもよい。
【０３６３】
　また、ここでは、検索キーワードと評価対象コンテンツにリンクされたコンテンツの属
性情報とを基にして評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツにアクセスする
ユーザの属性を評価することとしているが、検索キーワードの情報のみから評価対象コン
テンツの属性および評価対象コンテンツにアクセスするユーザの属性を評価することとし
てもよい。
【０３６４】
　上述したように、本変形例７においては、検索キーワードの入力を受け付けたウェブサ
イトを提供しているサーバ、あるいは、検索キーワードを蓄積する外部のサーバが、ユー
ザにより過去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検索キーワードに係る情報を記憶
し、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、記憶された第２のコンテンツに係る
情報および検索キーワードに係る情報に基づいて第１のコンテンツに係る属性または第１
のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することとしたので、ユーザが入力
した検索キーワードの情報をさらに加味することにより、コンテンツに係る属性および当
該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を精度よく評価することができる。
【０３６５】
　また、本変形例７においては、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、ユーザ
により入力されたコンテンツの検索キーワードに基づいて評価した第１のコンテンツに係
る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の評価結果をさらにデー
タベースに記憶し、コンテンツのメタデータに記述された名前空間に基づく第１のコンテ
ンツに係る属性または第１のコンテンツにアクセスするユーザに係る属性の参照要求を受
信した場合に、参照要求がなされた第１のコンテンツに係る属性または第１のコンテンツ
にアクセスするユーザに係る属性を出力することとしたので、メタデータに記述された名
前空間を利用して、ユーザが入力した検索キーワードの情報をさらに加味することにより
精度よく評価されたコンテンツに係る属性および当該コンテンツにアクセスするユーザに
係る属性を効率的に取得することができる。
【０３６６】
　また、本変形例７においては、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、ユーザ
により過去の所定の時間内に入力されたコンテンツの検索キーワードに係る情報を記憶し
、記憶したコンテンツの検索キーワードに係る情報に基づいてコンテンツに係る属性また
はコンテンツにアクセスするユーザに係る属性を評価することとしたので、検索キーワー
ドを用いてコンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性
を動的に、自動的に、客観的に評価することにより、評価精度を高めることができる。
【０３６７】
（変形例８）
　また、本実施例では、広告サーバ１１０が、実施例にて説明したような方法で評価され
たコンテンツの属性またはコンテンツにアクセスするユーザの属性に対応する広告コンテ
ンツを配信することとしたが、広告コンテンツを含むさまざまなコンテンツを配信し、コ
ンテンツの配信に係るさまざまな情報を記憶して、そのようなコンテンツの配信に係る統
計的な分析に役立てることとしてもよい。
【０３６８】
　図１８は、コンテンツの配信システムについて説明する説明図である。図１８に示すよ
うに、このコンテンツの配信システムは、クライアント装置１７０、ウェブサーバ１７１
、コンテンツ配信サーバ１７２、コンテンツ属性管理サーバ１７３、コンテンツ属性情報
ＤＢ（Database）１７４、ユーザ属性情報ＤＢ（Database）１７５、配信コンテンツ抽出
サーバ１７６、ユーザ配信実績ＤＢ（Database）１７７およびユーザ反応実績ＤＢ（Data
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base）１７８を有する。
【０３６９】
　なお、クライアント装置１７０とウェブサーバ１７１とはインターネットを介して接続
され、ウェブサーバ１７１、コンテンツ配信サーバ１７２、コンテンツ属性管理サーバ１
７３、コンテンツ属性情報ＤＢ（Database）１７４、ユーザ属性情報ＤＢ（Database）１
７５、配信コンテンツ抽出サーバ１７６、ユーザ配信実績ＤＢ（Database）１７７および
ユーザ反応実績ＤＢ（Database）１７８は互いにＬＡＮを介して接続される。
【０３７０】
　クライアント装置１７０には、ユーザがウェブサイトに掲載されたコンテンツにアクセ
スするブラウザソフトウェアが導入されている。そして、クライアント装置１７０は、ユ
ーザから特定のウェブサイトのコンテンツの表示要求を受け付けた場合に、ウェブサーバ
に対してコンテンツデータを送信するよう要求する（Ｓ１）。
【０３７１】
　ここで、クライアント装置１７０は、ウェブサーバ１７１にコンテンツデータを送信す
るよう要求する場合に、ユーザを特定するユーザ情報およびブラウザを特定するブラウザ
情報をウェブサーバ１７１に送信する。
【０３７２】
　コンテンツデータの送信要求を受け付けたウェブサーバ１７１は、コンテンツ配信サー
バ１７２にウェブサイトの配信用コンテンツを生成するよう要求する（Ｓ２）。コンテン
ツ配信サーバ１７２は、コンテンツの生成要求を受け付けて、コンテンツ属性情報管理サ
ーバ１７３に、ユーザにより表示要求を受け付けたコンテンツの属性、当該コンテンツに
アクセスするユーザの属性、コンテンツの地域属性を問い合わせる（Ｓ３）。
【０３７３】
　コンテンツ情報管理サーバ１７３は、コンテンツ属性情報ＤＢ１７４を参照して、コン
テンツ属性情報管理サーバ１７３により問い合わせがあったコンテンツの属性、コンテン
ツにアクセスするユーザの属性、コンテンツの地域属性を送信する（Ｓ４）。ここで、コ
ンテンツの属性、コンテンツにアクセスするユーザの属性およびコンテンツの地域属性は
、上記実施例および変形例にて説明したような方法で評価したものである。
【０３７４】
　その後、コンテンツ配信サーバ１７２は、配信コンテンツ抽出サーバ１７６に対して、
ユーザにより表示要求を受け付けたコンテンツに加えて、ウェブサイトに追加表示するコ
ンテンツを抽出するよう要求する（Ｓ５）。
【０３７５】
　そして、配信コンテンツ抽出サーバ１７６は、クライアント装置１７０を操作している
ユーザのユーザ情報またはユーザが利用しているブラウザの情報と、コンテンツ属性情報
ＤＢ１７４から取得したコンテンツの属性、コンテンツにアクセスするユーザの属性、ま
たは、コンテンツの地域属性とを基にして、配信すべきコンテンツを抽出し、抽出したコ
ンテンツの情報をコンテンツ配信サーバ１７２に送信する（Ｓ６）。
【０３７６】
　具体的には、配信コンテンツ抽出サーバ１７６は、ユーザ情報またはブラウザ情報と、
ユーザの興味関心や年齢、性別などの個人情報とを対応付けて記憶したデータベース（図
示せず）を参照してユーザの個人情報を取得し、取得した個人情報に適合する属性を有す
るコンテンツを抽出する。
【０３７７】
　続いて、コンテンツ配信サーバ１７２は、ユーザにより表示要求を受け付けたコンテン
ツと、配信コンテンツ抽出サーバにより抽出されたコンテンツとの組を生成し、ウェブサ
ーバにそれを送信する（Ｓ７）。そして、ウェブサーバ１７１は、コンテンツの表示要求
をおこなったクライアント装置にそれらのコンテンツを送信し、ウェブサイト上に表示さ
せる（Ｓ８）。
【０３７８】
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　図１９は、コンテンツが表示されるウェブサイトの一例を示す図である。図１９に示す
ように、既存のコンテンツ１８１ａ，１８１ｂに加えて、配信コンテンツ抽出サーバ１７
６により抽出されたコンテンツがコンテンツ配信場所１８２に埋め込まれて表示される。
【０３７９】
　また、ユーザ情報およびブラウザ情報は、ウェブサーバ１７１により、コンテンツ配信
サーバ１７２を介してコンテンツ属性管理サーバ１７３に送信され、コンテンツ属性管理
サーバ１７３は、属性の問い合わせがあったコンテンツに対応付けて、ユーザ情報および
ブラウザ情報をユーザ属性情報ＤＢ１７５に記憶する。
【０３８０】
　また、配信コンテンツ抽出サーバ１７６は、コンテンツ配信サーバ１７２からユーザ情
報およびブラウザ情報を受け付け、配信用に抽出し、実際にクライアント装置１７０に送
信されたコンテンツに対応付けてユーザ情報およびブラウザ情報をユーザ配信実績ＤＢ１
７７に記憶する。
【０３８１】
　また、配信コンテンツ抽出サーバ１７６は、同一のユーザまたはブラウザに配信したコ
ンテンツの属性または当該コンテンツにアクセスするユーザの属性の頻度をユーザ配信実
績ＤＢ１７７に記憶する。
【０３８２】
　また、ユーザ反応実績ＤＢ１７８は、クライアント装置１７０に配信されたコンテンツ
に対するユーザの反応状況に係る情報をコンテンツに対応付けて記憶する。ここで、ユー
ザの反応状況に係る情報とは、コンテンツがバナー広告であれば、そのバナー広告がクリ
ックされたか否かの情報、また、コンテンツがＱ＆Ａなどであれば、ユーザに対しておこ
なったコンテンツの有益性に対するアンケート調査の結果の情報などである。
【０３８３】
　さらに、ユーザの反応状況を取得するのに、コンテンツが掲載された双方向媒体が表示
される装置とは別の装置を介して反応パラメータを測定することとしてもよい。例えば、
コンテンツが広告である場合は、デジタルテレビ等の広告を見て、携帯電話端末で反応状
況を取得する場合などにも適用することができる。
【０３８４】
　上述したように、本変形例８では、ユーザ属性情報ＤＢ１７５が、評価されたコンテン
ツに係る属性またはコンテンツにアクセスするユーザに係る属性と、コンテンツにアクセ
スするユーザに係る情報またはコンテンツの出力をおこなうウェブブラウザに係る情報と
を対応付けて記憶することとしたので、記憶した情報を属性が評価された第１のコンテン
ツにアクセスするユーザ層の分析に役立てることができる。
【０３８５】
　また、本変形例８では、ユーザ配信実績ＤＢ１７７が、コンテンツが配信された場合に
、配信されたコンテンツにアクセスするユーザに係る情報と配信されたコンテンツの属性
または当該コンテンツにアクセスするユーザの属性とを対応付けて記憶することとしたの
で、記憶した情報を配信されたコンテンツにアクセスするユーザ層の分析に役立てること
ができる。
【０３８６】
　また、本変形例８では、ユーザ配信実績ＤＢ１７７が、同一のユーザまたは同一のウェ
ブブラウザに対して配信したコンテンツの属性または当該コンテンツにアクセスするユー
ザの属性の頻度をさらに記憶することとしたので、記憶した情報をユーザによりアクセス
されるコンテンツの属性または当該コンテンツにアクセスするユーザの属性の分析に役立
てることができる。
【０３８７】
　また、本変形例８では、ユーザ反応実績ＤＢ１７８が、コンテンツが配信された場合に
、配信されたコンテンツにアクセスしたユーザの当該コンテンツに対する反応状況に係る
情報を記憶することとしたので、記憶した情報を配信されたコンテンツに対するユーザの
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反応の分析に役立てることができる。
【０３８８】
（変形例９）
　また、本実施例では、コンテンツおよびメタデータに含まれる単語を評価対象コンテン
ツとリンク元コンテンツとで別々に集め、評価対象コンテンツおよびリンク元コンテンツ
の属性を別に判定した後、評価対象コンテンツの属性および評価対象コンテンツにアクセ
スするユーザの属性を評価することとしているが、本発明はこれに限定されるものではな
く、コンテンツおよびメタデータに含まれる単語を評価対象コンテンツとリンク元コンテ
ンツとで区別せずに一括して集めて記憶し、集めた単語から評価対象コンテンツの属性お
よび評価対象コンテンツにアクセスするユーザの属性を直接評価することとしてもよい。
【０３８９】
（変形例１０）
　また、本実施例では、図６に示したような階層構造を有するシソーラスデータ８０２ａ
を用いてコンテンツの属性を評価することとしたが、シソーラスデータのデータ構造は図
６に示したものに限定されず、他の構造を有するシソーラスデータを利用することとして
もよい。
【０３９０】
　図２０は、意味的に関連する単語間の連結関係が定義されたシソーラスデータ１９０の
一例を示す図である。このシソーラスデータ１９０は、情報収集サーバ８０の記憶部８０
２に記憶され（図示せず）、図２０に示すように、連結類義語および距離の情報が登録さ
れている。
【０３９１】
　連結類義語は、意味的に関連のある２つの単語（類義語）を登録したものである。ここ
に登録された２つの単語の間には、図６で説明したような包括関係は無く、並列的に連結
されている。距離は、連結類義語に登録された２つの単語の意味的な近さを定義したもの
である。この数値が小さいほど２つの単語が意味的に近いことを示している。
【０３９２】
　図６で説明したシソーラスデータ８０２ａは、各単語間に階層構造を定義する必要があ
る。一方、図２０に示したシソーラスデータ１９０は、距離を定義する必要があるものの
階層構造の定義は不要である。そのため、階層構造の定義が困難な場合には、シソーラス
データ１９０を利用することが有効となる。
【０３９３】
　図２１は、図２０に示したシソーラスデータ１９０を２次元的に表現した図である。図
２１には、シソーラスデータ１９０に登録された各単語と、各単語間の距離ｄと、各単語
の重みｗとが示されている。ここで、各単語間の距離ｄは、シソーラスデータ１９０に登
録された単語間の距離である。
【０３９４】
　重みｗは、単語の連結数に基づいて決定される重みである。この重みは、ウェブサイト
の属性を評価する場合に参照される。具体的には、データ解析サーバ９０の属性／重み解
析部９０１は、ウェブサイトのメタデータおよびコンテンツに対して形態素解析を適用し
、それによって得られた形態素の中から一般名詞を抽出する。
【０３９５】
　そして、属性／重み解析部９０１は、抽出された一般名詞に対する重みを重みの設定条
件を基にして算出する処理をおこなう。図２２は、重みの設定条件を記憶した重みデータ
１９１の一例を示す図である。この重みデータ１９１は、情報収集サーバ８０の記憶部８
０２に記憶される（図示せず）。
【０３９６】
　図２２に示すように、この重みデータ１９１は、連結数の情報と重みの情報とが登録さ
れている。連結数の情報は、シソーラスデータ１９０において注目している単語に連結さ
れた単語の総数である。たとえば、注目している単語が「融資」である場合には、「融資
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」に連結された「保証人」、「審査」、「契約」などの単語の総数である。
【０３９７】
　重みは、連結数に対応する重みである。すなわち、ここでは、連結数の大小に基づいて
重みが決定される。そして、属性／重み解析部９０１は、メタデータおよびコンテンツか
ら抽出された一般名詞のうち、重みが最大であるものを選択する。
【０３９８】
　その後、属性／重み解析部９０１は、重みが最大である一般名詞を中心として、距離が
所定の値以内にある一般名詞を抽出し、抽出した一般名詞と重みが最大である一般名詞と
を１つのカテゴリーとして分類し、そのカテゴリーに含まれる一般名詞を当該コンテンツ
の属性として決定する処理をおこなう。
【０３９９】
　図２１には、重みが最大である一般名詞が「融資」であった場合に、一般名詞「融資」
からの距離が所定の値以内となる領域が円で示されている。この円内にある複数の一般名
詞がコンテンツの属性として設定される。
【０４００】
　そして、属性／重み解析部９０１は、属性および重みを解析した情報を情報収集サーバ
８０の記憶部８０２に記憶する。具体的には、各コンテンツに対応付けて、コンテンツの
属性として抽出された複数の一般名詞と各一般名詞の重みとを記憶する。
【０４０１】
　そして、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、あるコンテンツの属性および
当該コンテンツにアクセスするユーザの属性を評価する場合には、情報収集サーバ８０か
ら評価対象とするコンテンツ、および、評価対象とするコンテンツにリンクされた各コン
テンツから複数抽出された一般名詞と重みの情報とを取得する。
【０４０２】
　そして、属性評価部１００２は、同じ一般名詞ごとに重みを足し合わせ、重みの合計値
が所定の値以上の一般名詞を評価対象とするコンテンツの属性および当該コンテンツにア
クセスするユーザの属性として決定する処理をおこなう。ここで、属性として決定される
一般名詞は１つであってもよいし、複数であってもよい。
【０４０３】
　なお、ここでは、各一般名詞の重みを連結数に基づいて決定しているが、重みの決定方
法はこれに限定されず、他の方法を用いてもよい。同様に、評価対象とするコンテンツの
属性および当該コンテンツにアクセスするユーザの属性の決定方法も、重みの合計値によ
る決定方法に限定されず、他の方法を用いてもよい。
【０４０４】
　また、上述した方法では、図２１に示したように、重みが最大である一般名詞から所定
の距離内にある一般名詞をコンテンツの属性として設定しているが、その距離を適切に設
定することにより、所定の属性を有するコンテンツへのバナー広告の配信などを効率的に
おこなうことができるようになる。
【０４０５】
　具体的には、上記距離を大きくすると、コンテンツの属性としてより多くの一般名詞が
設定されることになる。したがって、広告主などからコンテンツの属性の指定を受け付け
てバナー広告を配信するような場合には、より多くのバナー広告がコンテンツに配信され
るようになり、バナー広告の配信数を増やすことができる。
【０４０６】
　一方、上記距離を小さくすると、コンテンツの属性としてより少ない一般名詞が設定さ
れることになる。この場合、コンテンツと属性との間の関連性が高まるので、特定のユー
ザに対して正確にバナー広告の配信をおこなうことができるようになる。
【０４０７】
　この距離の設定は、データ解析サーバ９０が、バナー広告配信の管理者により入力され
た設定情報を受け付けておこなうこととしてもよいし、広告主などからバナー広告ごとに
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距離の設定情報を受け付けておこなうこととしてもよい。
【０４０８】
　また、ここでは、シソーラスデータ１９０はあらかじめ与えられたものとしてきたが、
シソーラスデータ１９０を動的に生成することとしてもよい。たとえば、広告主より入稿
された広告のテキストデータを解析し、そこに含まれる一般名詞を連結し、連結類義語と
してシソーラスデータ１９０に登録することとしてもよい。
【０４０９】
　例を挙げると、「４月の誕生石であるジュエリーの王様ダイヤモンドを・・・」という
広告文章があったとすると、「４月」、「誕生石」、「ジュエリー」、「王様」、「ダイ
ヤモンド」、・・・、という一般名詞が互いに連結され、連結類義語としてシソーラスデ
ータ１９０に登録される。
【０４１０】
　各連結類義語の距離は、一般名詞が出現する位置などに基づいて設定される。すなわち
、「王様」と「ダイヤモンド」とは隣り合わせで出現するため、意味的に近いものである
として距離は小さく設定される（たとえば、１０など）。
【０４１１】
　「４月」と「ダイヤモンド」とは、間に「誕生石」、「ジュエリー」、「王様」という
３つの一般名詞を挟むため、意味的に遠いものであるとして距離は大きく設定される（た
とえば、４０など）。このようにして、各一般名詞間の距離を定義し、シソーラスデータ
１９０に登録することとする。距離の設定方法はこれに限定されず、他の方法で設定する
こととしてもよい。
【０４１２】
　広告において用いられる単語には広告に効果的なものが使われているものと考えられる
ので、それに基づいてシソーラスデータ１９０を作成し、コンテンツの属性評価をおこな
うことにより、広告を配信する対象の数を調節したり、広告に適したコンテンツの属性を
設定することができる。
【０４１３】
　また、広告主ごとに異なるシソーラスデータ１９０を作成することとしてもよい。たと
えば、ジュエリー業界と自動車業界とでは単語の連結関係が異なり、それぞれについてシ
ソーラスデータ１９０を作成し、利用した方が適切にコンテンツの属性を設定することが
できると考えられる。
【０４１４】
　このように、本変形例１０では、データ解析サーバ９０の属性／重み解析部９０１が、
意味的に関連する単語間の連結関係が包括関係を有することなく定義されたシソーラスデ
ータ１９０を参照し、コンテンツに含まれる単語を距離を用いて１つのカテゴリーとして
分類して記憶し、属性評価サーバ１００の属性評価部１００２が、記憶された情報に基づ
いてコンテンツの属性を判定することとしたので、単語間の階層構造の定義が困難な場合
でも、シソーラスデータ１９０を用いてコンテンツに係る属性を効率よく判定することが
できる。
【０４１５】
　以上、上記実施例において、属性判定処理をコンピュータ上で実現する場合について説
明してきたが、属性判定処理を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な
記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータに読み込ませ
、実行することにより属性判定処理を実現してもよい。
【０４１６】
　図２３は、属性判定処理を実現するコンピュータ２００のハードウェア構成を示すブロ
ック図である。図２３に示すように、このコンピュータ２００は、上記プログラムを実行
するＣＰＵ２１０と、データを入力する入力装置２２０と、各種データを記憶するＲＯＭ
２３０と、演算パラメータ等を記憶するＲＡＭ２４０と、属性判定処理を実現するための
プログラムを記録した記録媒体３００からプログラムを読み取る読取装置２５０と、ディ
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スプレイ等の出力装置２６０と、ネットワーク４００を介して他のコンピュータとの間で
データの授受をおこなうネットワークインターフェース２７０とが、バス２８０で接続さ
れた構成となっている。
【０４１７】
　ＣＰＵ２１０は、読取装置２５０を経由して記録媒体３００に記録されているプログラ
ムを読み込んだ後、プログラムを実行することにより、属性判定処理を実現する。なお、
記録媒体３００としては、光ディスク、フレキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ハードデ
ィスク等が挙げられる。また、このプログラムは、ネットワーク４００を介してコンピュ
ータ２００に導入することとしてもよい。
【０４１８】
　また、本実施例において説明した各処理のうち、自動的におこなわれるものとして説明
した処理の全部または一部を手動的におこなうこともでき、あるいは、手動的におこなわ
れるものとして説明した処理の全部または一部を公知の方法で自動的におこなうこともで
きる。
【０４１９】
　この他、上記文書中や図面中で示した処理手順、制御手順、具体的名称、各種のデータ
やパラメータを含む情報については、特記する場合を除いて任意に変更することができる
。
【０４２０】
　また、図示した各装置の各構成要素は機能概念的なものであり、必ずしも物理的に図示
のように構成されていることを要しない。すなわち、各装置の分散・統合の具体的形態は
図示のものに限られず、その全部または一部を、各種の負荷や使用状況などに応じて、任
意の単位で機能的または物理的に分散・統合して構成することができる。
【０４２１】
　さらに、各装置にて行なわれる処理機能は、その全部または任意の一部が、ＣＰＵおよ
び当該ＣＰＵにて解析実行されるプログラムにて実現され、あるいは、ワイヤードロジッ
クによるハードウェアとして実現され得る。
【産業上の利用可能性】
【０４２２】
　以上のように、本発明に係る属性評価プログラム、属性評価システムおよび属性評価方
法は、コンテンツに係る属性または当該コンテンツにアクセスするユーザに係る属性を動
的に、自動的に、客観的に評価することにより、評価精度を高めることが必要な属性評価
システムに有用である。
【図面の簡単な説明】
【０４２３】
【図１】本発明に係る属性評価処理の概念を説明する図である。
【図２】ウェブサイトに掲載された記事に対して作成されたＲＳＳの一例を示す図である
。
【図３】評価対象ウェブサイト１０のコンテンツの属性および当該コンテンツにアクセス
するユーザの属性を評価するために用いられる属性評価表３０の一例を示す図である。
【図４】本実施例に係る属性評価処理の処理手順の概略について説明する図である。
【図５】本実施例に係る属性評価システム５０の機能構成を示す図である。
【図６】図４に示したシソーラスデータ８０２ａの一例を示す図である。
【図７】図４に示したリンク情報８０２ｂの一例を示す図である。
【図８】図４に示したメタデータ情報８０２ｃの一例を示す図である。
【図９】図４に示したコンテンツ情報８０２ｄの一例を示す図である。
【図１０】図４に示した属性／重み解析情報８０２ｅの一例を示す図である。
【図１１】図４に示した属性評価情報１００３ａの一例を示す図である。
【図１２】本実施例に係る属性評価処理の一例の処理手順を示すフローチャートである。
【図１３】評価対象コンテンツの属性判定処理の処理手順を詳細に説明するフローチャー
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トである。
【図１４】コンテンツの属性またはコンテンツにアクセスするユーザの属性として人間の
感覚・感情・情緒を設定する処理を説明する図である。
【図１５】メタデータ内に記述されたデータベースの参照情報に基づいてデータベースを
参照する処理を説明する図である。
【図１６】評価属性に基づくコンテンツの検索処理について説明する図である。
【図１７】インデックス語に属する単語を検索キーワードとして用いる処理を説明する図
である。
【図１８】コンテンツの配信システムについて説明する説明図である。
【図１９】コンテンツが表示されるウェブサイト１８０の一例を示す図である。
【図２０】意味的に関連する単語間の連結関係が定義されたシソーラスデータ１９０の一
例を示す図である。
【図２１】図２０に示したシソーラスデータ１９０を２次元的に表現した図である。
【図２２】重みの設定条件を記憶した重みデータ１９１の一例を示す図である。
【図２３】属性判定処理を実現するコンピュータ２００のハードウェア構成を示すブロッ
ク図である。
【符号の説明】
【０４２４】
　１０～１６　ウェブサイト
　２０，２１ａ～２１ｃ　ＲＳＳ
　３０　属性評価表
　４０ａ～４０ｃ　外部ウェブサーバ
　５０　属性評価システム
　６０　インターネット
　７０ａ～７０ｃ　ウェブサーバ
　８０　情報収集サーバ
　８００　データ送受信部
　８０１　情報収集部
　８０２　記憶部
　８０２ａ，１９０　シソーラスデータ
　８０２ｂ　リンク情報
　８０２ｃ　メタデータ情報
　８０２ｄ　コンテンツ情報
　８０２ｅ　属性／重み解析情報
　８０３　制御部
　９０　データ解析サーバ
　９００　データ送受信部
　９０１　属性／重み解析部
　９０２　記憶部
　９０３　制御部
　１００　属性評価サーバ
　１０００　データ送受信部
　１００１　リンク検出部
　１００２　属性評価部
　１００３　記憶部
　１００３ａ　属性評価情報
　１００４　制御部
　１１０　広告サーバ
　１１００　データ送受信部
　１１０１　記憶部
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　１１０１ａ　広告データ
　１１０１ｂ　配信条件データ
　１１０２　広告配信処理部
　１１０３　制御部
　１２０　ＬＡＮ
　１３０　メタデータ
　１４０　ＸＭＬ名前空間
　１５０　参照先データベース
　１６０　検索エンジン
　１７０　クライアント装置
　１７１　ウェブサーバ
　１７２　コンテンツ配信サーバ
　１７３　コンテンツ属性管理サーバ
　１７４　コンテンツ属性情報ＤＢ
　１７５　ユーザ属性情報ＤＢ
　１７６　配信コンテンツ抽出サーバ
　１７７　ユーザ配信実績ＤＢ
　１７８　ユーザ反応実績ＤＢ
　１８０　ウェブサイト
　１８１ａ，１８１ｂ　既存ウェブサイト
　１８２　コンテンツ配信場所
　１９０　重みデータ

【図１】 【図２】
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【図１２】 【図１３】
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【図１６】 【図１７】
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【図２０】

【図２１】 【図２２】
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